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6月定例会で決まりました

公の施設の指定管理者を指定する条例
補正予算第1号など

平成18年安曇野市議会６月定例会は６月８日開会し、会期15日間をもって
６月22日に閉会しました。この間、市長提出議案など75件が審議されました。

「公の施設」の管理は、市の直営とす
るか、法人もしくは団体を管理者に指定
して代行させるかを決定して、本年９月
２日より実施していかなければならない
ことになりました。
03年６月に地方自治法の一部が改正さ
れ、指定管理者制度が導入されたことに
よるものです。
この制度は「官から民へ」という国が
進める構造改革の流れに位置付けられ、
民間の効率的・効果的な経営手法を「公
の施設」に活用することで、市の経費削
減や利用者に対するサービスの向上など
を期待するものです。
民間の経営には、経費削減第一主義の
弊害に陥る危険性もあり、この制度の実
施が市民サービス向上と市の経費の削減
につながるように、厳しく見守っていく
必要があります。

デイサービスセンターや共同作業所などの指定管理者となる社会福祉協議会

反
対こ

の
施
設
は
、
学
校
教
育
や

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
の
観

点
が
欠
か
せ
な
い
。
指
定
管
理

者
と
な
る
穂
高
カ
ン
ト
リ
ー
株

式
会
社
が
、
そ
の
趣
旨
を
き
ち

ん
と
受
け
継
い
で
い
け
る
か
疑

問
で
あ
り
、
市
の
直
営
が
望
ま

し
い
。

（
下
里
喜
代
一
）

◆
長
峰
山
森
林
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

指
定
管
理
者
の

指
定
に
対
す
る

討
論

賛
成穂

高
カ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社

は
総
合
的
な
観
光
に
つ
い
て
ノ

ウ
ハ
ウ
を
知
り
尽
く
し
た
会
社

で
あ
る
。
こ
の
施
設
を
、
安
曇

野
の
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
な

か
の
重
要
な
位
置
付
け
に
も
っ

て
い
く
力
が
あ
る
と
思
う
。

（
宮
下
明
博
）

反
対民

活
と
は
い
え
政
府
の
動
き

と
関
り
、
大
き
な
問
題
を
は
ら

ん
で
い
る
。
利
益
を
目
的
と
す

る
企
業
に
任
せ
る
の
は
疑
問
。

（
青
·
-
宏
）

◆
穂
高
ヘ
ル
ス
ハ
ウ
ス
の
指
定
管
理
者

賛
成株

式
会
社
イ
オ
ン
テ
ク
ノ
サ

ー
ビ
ス
は
県
内
類
似
施
設
の
業

務
に
実
績
が
あ
り
、
そ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
た
運
営
に
期
待

す
る
。

（
黒
岩
宏
成
）

反
対指

定
管
理
者
と
な
る
株
式
会

社
レ
パ
ス
ト
は
東
京
銀
座
に
本

社
を
持
つ
。
こ
の
長
峰
荘
が
置

か
れ
て
い
る
現
状
と
、
施
設
の

特
徴
や
地
産
地
消
の
観
点
か
ら

も
、
営
利
目
的
に
ふ
さ
わ
し
い

施
設
と
は
い
え
な
い
。
市
民
の

保
養
を
目
的
と
し
た
施
設
で
あ

る
と
い
う
観
点
を
貫
く
た
め
に

は
、
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

に
は
反
対
で
あ
る
。

（
下
里
喜
代
一
）

◆
保
養
セ
ン
タ
ー
長
峰
荘
の
指
定
管
理
者

賛
成株

式
会
社
レ
パ
ス
ト
は
、
安

曇
野
市
内
の
施
設
で
も
実
績
を

持
つ
会
社
で
あ
る
。
民
活
の
効

果
を
ね
ら
い
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
指
定

管
理
者
制
度
は
有
効
で
あ
る
。

（
藤
森
康
友
）

指
定
後
も
、
あ
く
ま
で
市
の

管
理
下
に
置
か
れ
る
。
今
後
２

年
７
カ
月
の
な
か
で
再
評
価
し

て
い
く
の
で
心
配
な
い
。

（
松
尾
　
宏
）
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6月定例会で決まりました

反
対こ

の
施
設
の
設
置
目
的
、
方

向
性
、
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
き
ち
ん
と
し
た
議
論
が
な

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
利
益
を

目
的
と
す
る
企
業
に
任
せ
る
こ

と
は
、
公
か
ら
遠
ざ
か
る
。

（
青
·
-
宏
）

◆
穂
高
陶
芸
会
館
の
指
定
管
理
者

賛
成公

の
施
設
の
指
定
管
理
制
度

の
目
的
は
「
小
さ
な
政
府
」
づ

く
り
に
あ
る
。
指
定
後
も
、
あ

く
ま
で
市
の
管
理
下
に
あ
る
の

で
、
当
初
の
目
的
か
ら
外
れ
た

場
合
も
充
分
市
が
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
。

（
松
尾
　
宏
）

6月定例会で決まりました

豊科・梓橋こども運動広
場の一部が流失

反
対国

会
で
は
医
療
保
険
制
度
が

改
正
に
な
り
、
医
療
費
の
自
己

負
担
も
増
え
て
い
く
。
保
険
税

の
激
変
緩
和
措
置
は
あ
る
が
、

老
齢
者
年
金
の
人
た
ち
の
負
担

が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
不
充
分
で
あ
る
。

（
草
深
　
温
）

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

国
民
健
康
保
険
の
税
額
の
算
出
根
拠
と
な
る
所
得
税
法
と
地
方
税

法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
な
う
改
正
。
国
の
医
療
制
度
改
革
の
も

と
に
あ
る
と
は
い
え
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
自
治
体
の
限
ら

れ
た
財
源
を
ど
う
使
い
、
ど
ん
な
医
療
保
険
制
度
を
築
く
の
か
、
今

後
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

賛
成保

険
税
の
算
出
基
準
と
な
っ

て
い
る
所
得
税
法
と
地
方
税
法

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
公
的
年
金
所
得
者

に
対
す
る
保
険
税
の
急
激
な
ア

ッ
プ
と
な
ら
な
い
よ
う
、
緩
和

措
置
も
講
じ
て
い
る
。

（
吉
田
ô
男
）

（
議
員
提
案
）

地
域
医
療
に
携
わ
る
産
婦
人
科
医
師
の

適
正
確
保
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

安
曇
野
赤
十
字
病
院
で
は
、
常
勤
の
産
婦
人
科
医
師
３
人
が
退
職
し
、
出
産

に
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
。
現
在
は
医
師
一
人
で
外
来
診
療
の
み
行
っ
て
い
る

が
、
こ
の
窮
状
を
危
惧
し
た
住
民
か
ら
３
万
３，
０
０
０
人
を
超
え
る
請
願
署

名
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
地
域
医
療
に
携
わ
る
産
婦
人
科
医
師
が

一
人
で
も
ふ
え
る
よ
う
な
方
策
や
、
適
正
確
保
す
る
た
め
の
抜
本
的
な
改
善
策

を
講
ず
る
よ
う
求
め
る
意
見
書
を
、
国
の
機
関
に
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

豪雨災害　復旧のめどは
市議会の被災地視察報告

７月中旬の豪雨により、県内各地で土砂災害が発生しました。安曇

野市内では、幸い大きな災害とはなりませんでしたが、一部家屋・田

畑への浸水や山間部での土砂崩落などが発生しています。

被災された市民のみ

なさまには、心よりお

見舞いを申し上げま

す。

市議会では、一日も

早い復旧に向けて、７

月26日に市内被災地の

踏査を行いました。

明科木戸地区・県道の路肩
崩壊

穂高健康支援センター内にある健康福祉部
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平成18年安曇野市議会 ６月定例会 
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平成17年度安曇野市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告 
平成17年度安曇野市下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告 
平成17年度安曇野市一般会計事故繰越計算書の報告 
平成17年度安曇野市水道事業会計予算繰越計算書の報告 
専決処分の承認を求めることについて（安曇野市税条例の一部を改正する条例） 
専決処分の承認を求めることについて（安曇野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例） 
専決処分の承認を求めることについて（安曇野市福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例） 
専決処分の承認を求めることについて（平成17年度安曇野市一般会計補正予算（専決第１号） 
専決処分の承認を求めることについて（平成17年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算（専決第１号） 
専決処分の承認を求めることについて（平成17年度安曇野市老人保健特別会計補正予算（専決第１号） 
専決処分の承認を求めることについて（平成17年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（専決第１号） 
専決処分の承認を求めることについて（平成17年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算（専決第１号） 
専決処分の承認を求めることについて（平成17年度安曇野市農業集落排水事業特別会計補正予算（専決第１号） 
専決処分の承認を求めることについて（平成17年度安曇野市上川手山林財産区特別会計補正予算（専決第１号） 
専決処分の承認を求めることについて（平成17年度安曇野市北の沢山林財産区特別会計補正予算（専決第１号） 
専決処分の承認を求めることについて（平成17年度安曇野市有明山林財産区特別会計補正予算（専決第１号） 
専決処分の承認を求めることについて（平成17年度安曇野市富士尾沢山林財産区特別会計補正予算（専決第１号） 
専決処分の承認を求めることについて（平成17年度安曇野市穂高山林財産区特別会計補正予算（専決第１号） 
専決処分の承認を求めることについて（平成17年度安曇野市産業団地造成事業特別会計補正予算（専決第１号） 
専決処分の承認を求めることについて（平成17年度安曇野市営保養施設特別会計補正予算（専決第１号） 
安曇野市特別職の職員等の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市公共下水道条例の一部を改正する条例の制定について 
安曇野市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 
室山アグリパーク条例の一部を改正する条例の制定について 
平成18年度安曇野市一般会計補正予算（第１号）について 
平成18年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算（第１号）について 
平成18年度安曇野市営保養施設特別会計補正予算（第１号）について 
市道の廃止について 
市道の認定について 
所有権移転登記手続請求事件訴訟の和解について 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市有明会館等）（安曇野市有明会館、安曇野市西穂高会館） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市離山会館） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科ささえあいセンター） 
 

【市長提出議案】 
件　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決番号 

議案の審査結果 議案の審査結果 

平成18年度 一般会計補正予算（第1号）の概要
１．歳入歳出補正予算等

◎補正予算額　　　　　　　　　　　　2億3,064万7千円
【補正予算に係る財源】
・一般財源（繰越金） 6,397万9千円　
・特定財源（国県支出金、地方債、その他） 1億6,666万8千円

○補正前の予算額　　　　　　　　　338億円　　　　　　
○補正後の予算額　　　　　　　　　340億3,064万7千円

２．今回の主な補正

平成18年度 特別会計の補正状況

会　　　計　　　名 補正前予算額 補　正　額 補正後予算額
下水道事業特別会計補正予算（第1号） 6,397,571 1,088 6,398,659
市営保養施設特別会計補正予算（第1号） 60,800 △30,529 30,271

（単位：千円）

◎緊急的課題等に対する補正
・穂高広域施設組合バイオマスエネルギー
地域システム化実験事業に伴う生ゴミ収集体制の整備 1,119万2千円

・細萱地区公民館整備等 2,276万6千円
・給食センター建設事業に伴う設備等充実 1億5,746万円
・三郷小学校非常用放送設備更新 708万8千円

◎行政改革に伴う新たな取り組みに対する補正
・公の施設管理等に係る指定管理者制度の導入　債務負担行為の設定及び予算組み替え等
・各種補助金見直し事業（行政改革推進委員報酬の増額） 10万5千円
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可　決 
 

 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市身体障害者小規模通所授産施設）（安曇野市豊科身体障害者小規模 
通所授産施設、安曇野市豊科身体障害者小規模通所授産施設分室、安曇野市明科身体障害者小規模通所授産施設） 

公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市共同作業所） 
（安曇野市穂高わたぼうし共同作業所、安曇野市三郷障害者等共同作業所、安曇野市堀金障害者等協同作業所 ）              
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科身体障害者会館） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市立豊科中央児童館） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市生きがいデイサービスセンター） 
（安曇野市豊科生きがいデイサービスセンター、安曇野市三郷生きがいデイサービスセンター） 

公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市デイサービスセンター等）（安曇野市豊科第１デイサービスセンター、安曇野市豊科第２デイサービスセ 
ンター、安曇野市堀金デイサービスセンター、安曇野市三郷福祉センター・デイサービスセンター、安曇野市明科総合福祉センターデイサービス部門） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷屋内ゲートボール場） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高老人保健センター） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市堀金観光宿泊施設等）（啼鳥山荘、須砂渡キャンプ場、ほりで～ゆ～四季の郷、安曇野蝶ヶ 
岳温泉ほりで～ゆ～四季の郷、安曇野市堀金農村コミュニティースポーツ施設、コテージ四季の郷、須砂渡憩いの森オートキャンプ場） 
公の施設の指定管理者の指定について（ビレッジ安曇野等）（憩いの池、遊歩道、あかしや館、わさび田広場、 
あづみ野ガラス工房・あづみ野第２ガラス工房、ビレッジ安曇野、プラザ安曇野、湯多里山の神） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷農林漁業体験実習館等） 
（安曇野市三郷農林漁業体験実習館、安曇野市三郷室山研修施設） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市明科農産物直売加工施設） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市明科農産加工施設） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市堀金農産物処理加工施設等） 
（安曇野市堀金農産物処理加工施設、安曇野市堀金物産センター） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷産地形成促進施設等） 
（安曇野市三郷産地形成促進施設、安曇野市三郷畜産活性化施設） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷堆肥センター等） 
（安曇野市三郷堆肥センター、予備調整施設１、予備調整施設２、予備調整施設３、尿・汚水処理施設） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷小倉多目的研修集会施設等） 
（安曇野市三郷小倉多目的研修集会施設、安曇野市三郷農村環境改善センター） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高農村景観活用交流施設） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷総合営農センター） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市長峰山森林体験交流センター） 
公の施設の指定管理者の指定について（小田多井交流センター） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市南小倉林業研修センター） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高勤労者福祉センター） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市天蚕センター） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市保養センター長峰荘） 
公の施設の指定管理者の指定について（穂高ヘルスハウス） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市豊科郷土博物館等） 
（安曇野市豊科郷土博物館、安曇野市豊科近代美術館、田淵行男記念館、飯沼飛行士記念館） 
公の施設の指定管理者の指定について（臼井吉見文学館） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高陶芸会館） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高郷土資料館等） 
（安曇野市穂高郷土資料館、安曇野市穂高鐘の鳴る丘集会所） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市権現宮マレットゴルフ場） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高立足マレットゴルフ場） 
公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市三郷黒沢マレットゴルフ場） 

【議員提出議案】 
件　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決番号 

【請願】 
件　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決番号 

議員提出第６号 
議員提出第７号 
議員提出第８号 
議員提出第９号 

議員提出第10号
 

 
議員提出第11号 

可　決 
可　決 
可　決 
可　決 

可　決
 

 
可　決 

市長の先決処分事項の指定について 
黒沢川とあづみ野排水路との接続水路に関する意見書 
地域医療に携わる産婦人科医師の適正確保に関する意見書 
教育基本法「改正」法案について慎重審議を求める意見書 
高校改革プラン『実施計画』で地域の合意のない部分を撤回し、学校現場に十分検討期間を保障できない平成19年 
度実施を見送ることを求める意見書 
核兵器廃絶の国際協定実現を国連とすべての国に呼びかける意見書 

請願第１号 
請願第３号 
請願第４号 
請願第13号 
請願第14号 
請願第15号 
請願第16号 
請願第17号 
請願第18号 
請願第19号 

審議未了 
不採択 
継続審査 
採　択 
採　択 
採　択 
採　択 
採　択 
採　択 
採　択 

黒沢尻に多目的公園の建設を求める請願書 
豊科犀川東地区への診療所施設誘致に関する請願書 
介護保険利用料減免等を求める請願書 
黒沢尻に多目的公園の建設を求める請願書 
安曇野赤十字病院(豊科赤十字病院)が産婦人科の存続を求める請願書 
三郷地区生涯学習センターの早期建設に関する請願書 
三郷地区生涯学習センター建設に関する請願書 
三郷地区生涯学習センター建設にあたっての請願書 
三郷地区生涯学習センター建設に関する請願書 
安曇野市における市内業者の優先指名についての請願 

【陳情】 
件　　　　　　　　　　　　　　名 結　果 議決番号 

陳情第６号 

陳情第７号 
 

陳情第８号 
陳情第９号 

陳情第10号 
 

陳情第11号 

審議未了 

採　択 
  

継続審査 
採　択 

採　択 
 

採　択 

地方公務員採用に関する陳情書 
安曇野市公用車として使用している国内外の自動車、特殊車両・建機等全般の購入・リース・更新・車検・定期点 
検・一般整備に関する陳情 
しゃくなげ荘再構築の推進及び信州安曇野観光ネットワークの推進について 
「教育基本法の改訂について慎重審議を求める意見書」の採択を求める 
高校改革プラン『実施計画』で地域の合意のない部分を撤回し、学校現場に十分検討期間を保障できない平成19年 
度実施を見送ることを求める意見書」採択を求める陳情書 
核兵器廃絶国際協定実現を国連と全ての国に呼びかける意見書提出に関する陳情書 

議案の審査結果 議案の審査結果 
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18議員 市
政
問

を
う

市
政
問

を
う

一　般　質　問

６月19日（月）

下里喜代一議員

本郷　敏行議員

山田　高久議員

大月　晃雄議員

丸山　祐之議員

松森　幸一議員

６月20日（火）

Ÿ 昭次議員

青· U宏議員

黒岩　宏成議員

吉田　ô男議員

小林　純子議員

草深　　温議員

６月21日（水）

藤原　廣M議員

松澤　好哲議員

!山　喬樹議員

松尾　　宏議員

平林　M子議員

西澤　韶修議員
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６月定例会では、６月19日から21日までの３日間一般質問が行われました。

18議員が質問に立ち、活発な質問や提案がなされました。

平成18年安曇野市議会6月定例会一般質問

地
方
交
付
税
は
、
財
源

保
障
機
能
、
財
源
調
整
機

能
が
あ
る
。
５
月
、
経
済
財
政

諮
問
会
議
が
開
か
れ
、
新
型
の

交
付
税
と
し
て
示
さ
れ
た
人
口

割
、
面
積
割
で
は
本
来
の
機
能

を
崩
す
も
の
と
な
ら
な
い
の

か
。（

市
長
）
３
年
を
メ
ド
に

新
型
交
付
税
を
定
着
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。

全
国
市
長
会
で
、
財
源
確
保

の
た
め
に
国
の
一
方
的
な
お
し

つ
け
に
よ
る
改
革
は
断
固
反
対

と
し
た
。
財
政
再
建
を
優
先
し

た
単
な
る
削
減
論
は
地
方
分
権

の
視
点
を
欠
い
て
い
る
。

公
の
施
設
の
中
に
は
指

定
管
理
者
と
し
て
民
間
会

社
が
入
る
こ
と
に
な
る
が
、
市

と
し
て
の
責
任
を
ど
の
よ
う
に

負
っ
て
い
く
の
か
。

（
市
長
）
行
政
全
般
と
し

て
官
か
ら
民
へ
と
見
直
す

こ
と
は
極
め
て
大
切
な
こ
と
と

考
え
て
い
る
。
監
督
指
導
を
適

切
に
お
こ
な
い
、
効
果
や
問
題

点
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。

劣
悪
な
労
働
条
件
の
中

で
働
く
こ
と
に
な
っ
て
は

市
に
と
っ
て
悪
影
響
だ
。
利
益

を
あ
げ
る
こ
と
と
市
民
の
考
え

に
は
ズ
レ
が
あ
る
。
議
論
を
深

め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。（

市
長
）
指
定
管
理
者
に

は
利
益
を
追
求
す
る
の
が

第
一
で
は
な
く
、
施
設
の
持
つ

公
的
の
意
味
を
理
解
し
て
も
ら

い
た
い
。教

育
に
政
治
の
力
を
排

し
た
教
育
基
本
法
は
憲
法

の
平
和
原
則
を
位
置
づ
け
、
す

べ
て
の
子
ど
も
の
人
格
の
完
成

を
め
ざ
す
崇
高
な
中
身
を
も
っ

て
い
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
こ

れ
を
実
践
し
、
競
争
主
義
を
な

く
し
て
学
力
向
上
に
つ
な
が
っ

た
。
現
行
法
に
つ
い
て
の
考
え

方
は
。

（
市
長
）
戦
後
教
育
の
水

準
を
向
上
さ
せ
、
社
会
の

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き

た
。
し
か
し
、
教
育
環
境
が
深

刻
化
し
て
い
る
今
、
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
思
う
。
小
坂
文
部

科
学
相
が
国
会
で
答
弁
し
た
愛

国
心
の
通
知
表
は
行
き
過
ぎ
て

い
る
こ
と
は
同
感
す
る
。

公
共
交
通
網
の
体
系
づ
く
り
と

安
心
・
安
全
の
道
路
を

高
齢
者
、
女
性
、
障
害

者
に
や
さ
し
い
バ
ス
路

線
、
低
運
賃
、
時
間
帯
、
利
便

性
や
観
光
、
市
民
の
ア
イ
デ
ア

を
生
か
す
検
討
は
。

（
企
画
財
政
部
長
）
市
、

国
土
交
通
省
、
県
で
安
曇

野
地
域
公
共
交
通
問
題
活
性
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
を
導
入
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
市
民
の
要
望
を
聞
き
、

方
向
性
を
探
り
た
い
。

市
の
交
通
安
全
対
策
は

部
局
間
で
有
機
的
に
す
す

め
る
こ
と
が
大
事
で
は
な
い

か
。（

都
市
建
設
部
長
）
交
通

安
全
は
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト

の
両
方
が
必
要
。
交
通
事
故
発

生
箇
所
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
局
が

一
緒
に
検
討
し
、
対
策
を
た
て

た
い
。

見
通
し
の
悪
い
交
差
点

の
改
善
、
高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
の
マ
ナ
ー
向
上
な
ど
交
通

事
故
死
を
な
く
す
こ
と
を
市
で

真
剣
に
考
え
る
時
で
は
な
い

か
。（

総
務
部
長
）
今
年
に
な

っ
て
す
で
に
三
人
亡
く
な

っ
て
い
る
。
現
地
診
断
、
街
頭

指
導
、
広
報
な
ど
啓
発
活
動
を

続
け
て
い
る
。
交
通
安
全
を
市

民
に
よ
び
か
け
て
い
き
た
い
。

歩
行
者
優
先
の
道
路
行

政
で
こ
そ
「
安
心
・
安
全
」

と
な
る
。
歩
道
の
設
置
を
具
体

的
に
す
す
め
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
は
な
い
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
人
や

環
境
に
配
慮
し
た
道
路
整

備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
国
、

県
道
は
必
要
度
、
緊
急
度
を
検

討
し
関
係
機
関
に
要
望
し
た

い
。
市
道
は
国
庫
補
助
事
業
を

主
体
に
整
備
を
す
す
め
、
通
学

路
な
ど
を
中
心
に
市
単
独
事
業

で
す
す
め
た
い
。

財
源
確
保
で
地
方
自
治

下
　
里
　
喜
代
一

議
員

�

�

���

�� �
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�
�
�

�
�
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新
市
建
設
計
画
の
中
に

は
住
民
自
ら
の
力
で
地
域

づ
く
り
を
行
な
う
と
い
う
こ
と

が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

は
自
治
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

な
え
る
よ
う
な
行
政
の
支
援
体

制
、
行
政
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と

考
え
る
。
現
在
本
庁
機
能
は
分

庁
方
式
が
と
ら
れ
、
５
つ
の
支

所
は
総
合
支
所
方
式
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
指
揮
命
令
系
統
が

明
確
に
な
っ
て
い
る
か
、
仕
事

に
重
複
す
る
部
分
が
な
い
か
、

無
駄
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

（
市
長
）
現
在
こ
の
方
式

が
理
想
的
だ
と
い
う
状
況

に
は
な
い
と
い
え
る
。
や
む
を

得
ず
こ
う
い
う
方
式
を
と
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
絶
え
ず

見
直
し
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
住
民
に
近
い
行
政
現
場
を

大
切
に
す
る
行
政
シ
ス
テ
ム
の

構
築
は
大
切
な
根
本
的
な
理
念

で
あ
る
。
現
在
６
カ
所
に
本
庁

機
能
が
分
散
し
て
い
る
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
手
法
、
例
え
ば
電
子

媒
体
等
を
活
用
す
る
こ
と
で
そ

れ
な
り
に
克
服
は
で
き
て
い
る

と
思
う
。
し
か
し
市
民
の
皆
様

か
ら
は
大
変
不
便
だ
と
い
う
声

は
多
い
。
効
率
的
な
行
政
シ
ス

テ
ム
の
構
築
、
職
員
の
適
正
化

と
い
っ
た
課
題
も
あ
り
本
庁
機

能
は
１
カ
所
に
集
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
総
合
支

所
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
命
令

系
統
や
支
所
長
の
権
限
、
総
合

支
所
の
役
割
に
つ
い
て
機
会
あ

る
ご
と
に
話
し
合
い
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
総
合
支
所

は
単
な
る
出
先
機
関
で
は
な

く
、
窓
口
業
務
だ
け
の
も
の
で

は
な
い
。
住
民
に
近
い
行
政
現

場
を
大
切
に
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
住
民
と
の
接
点
を
い
か
に

持
つ
か
、
地
域
の
意
見
、
提
言

を
ど
う
把
握
し
て
政
策
形
成
に

反
映
さ
せ
る
か
、
大
変
大
き
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
支
所
長

は
予
算
編
成
の
過
程
で
大
き
な

力
を
持
つ
べ
き
と
思
う
。
組
織

機
構
の
あ
り
方
は
現
状
に
満
足

し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
よ
り

よ
い
方
向
へ
改
善
し
て
い
く
。

地
域
限
定
の
生
活
基
盤

の
整
備
、
産
業
振
興
策
と

い
っ
た
も
の
は
支
所
長
権
限
と

し
て
予
算
の
裏
づ
け
が
あ
っ
て

も
良
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
総
務
部
長
）
合
併
協
議

の
中
で
検
討
し
た
経
緯
が

あ
る
。
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

そ
の
地
域
の
事
業
は
そ
の
地
域

で
担
う
と
い
う
状
況
を
つ
く
っ

て
き
た
。
市
長
の
許
し
を
得
て

そ
れ
に
あ
た
る
予
算
権
限
を
持

っ
て
い
る
。

各
支
所
に
地
域
支
援
課

が
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
４
月
の
移
動
で
人
員
が
削
減

さ
れ
た
が
ど
う
い
う
措
置
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
ま
ち

づ
く
り
推
進
係
に
専
任
係

長
を
配
置
し
総
務
関
係
の
兼
務

職
員
も
配
置
し
て
い
る
。
そ
れ

と
と
も
に
係
長
は
本
庁
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
と
兼
務
し
、
命

令
系
統
の
統
一
を
図
っ
て
い

る
。

地
域
づ
く
り
に
住
民
活

動
の
活
発
化
が
欠
か
せ
な

い
。
そ
こ
で
区
の
存
在
が
出
て

く
る
が
位
置
づ
け
を
ど
う
し
て

い
く
か
。

（
市
長
）
地
域
の
中
核
的

組
織
と
し
て
大
き
な
貢
献

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
市

に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
。
行
政
と
の
か
か

わ
り
は
地
域
事
情
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
で
あ
る
。
区
長
代
表
と

の
話
し
合
い
で
平
準
化
し
て
い

き
た
い
。

（
企
画
財
政
部
長
）
区
と

行
政
は
対
等
な
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る
。
区
が
や
る
べ
き
仕

事
は
何
な
の
か
等
洗
い
出
し
を

し
て
い
る
。
こ
れ
を
も
と
に
補

助
金
の
調
整
を
行
な
い
、
今
秋

ま
で
に
は
ま
と
め
新
年
度
予
算

に
反
映
さ
せ
た
い
。
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地
域
づ
く
り
に
お
け
る
行
政
と
区
の
役
割

本
　
郷
　
敏
　
行

議
員

食
育
基
本
法
が
17
年
６

月
成
立
し
一
年
と
な
る
。

市
は
食
育
推
進
計
画
を
作
成
し

た
り
、
条
例
を
定
め
食
育
推
進

会
議
を
開
く
よ
う
に
、
と
な
っ

て
い
る
。
国
で
は
食
育
推
進
基

本
計
画
が
18
年
３
月
制
定
さ

れ
、
４
月
に
食
育
の
推
進
目
標

が
示
さ
れ
た
。
市
の
食
育
推
進

計
画
の
進
捗
状
況
は
。

（
市
長
）
食
育
は
、
幅
広

い
内
容
を
含
ん
で
お
り
、

施
策
も
簡
単
に
で
き
な
い
。
時

間
を
い
た
だ
き
た
い
。
国
の
動

向
・
連
携
を
図
り
つ
つ
、
健
康

福
祉
部
を
中
心
に
幅
広
い
運
動

に
仕
上
げ
て
い
く
。

（
教
育
長
）
県
の
推
進
基

本
計
画
が
示
さ
れ
て
か
ら

庁
内
に
お
け
る
検
討
会
の
設
置

を
予
定
し
て
い
る
。
時
間
を
か

け
て
検
討
し
て
い
く
。

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」

運
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は

ん
」
全
国
協
議
会
が
４
月

24
日
設
立
さ
れ
、
文
部
科
学
省

で
も
「
早
寝
早
起
き
朝
食
を
と

る
」
全
国
的
な
普
及
活
動
を
行

え
る
よ
う
「
子
供
の
生
活
リ
ズ

ム
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
予

算
を
確
保
し
て
い
る
。
市
の
対

応
に
つ
い
て
。

（
市
長
）
朝
食
を
と
る
こ

と
の
大
切
さ
を
、
食
育
の

一
つ
の
手
法
・
部
門
と
し
て
徹

底
し
て
い
く
。

（
教
育
長
）
子
供
た
ち
が

毎
日
の
規
則
正
し
い
生
活

リ
ズ
ム
を
つ
く
っ
て
い
く
。
そ

れ
に
は
早
寝
早
起
き
が
大
事
で

あ
ろ
う
し
、
朝
ご
は
ん
を
ち
ゃ

ん
と
食
べ
て
学
校
へ
行
く
こ
と

が
大
事
と
思
う
。
こ
の
運
動
に

対
す
る
全
国
協
議
会
が
発
足
し

た
の
で
、
意
義
・
重
要
性
に
鑑

み
広
報
活
動
に
積
極
的
に
携
わ

っ
て
い
く
。

全
国
的
に
問
題
と
な
っ

て
い
る
児
童
・
生
徒
の
生

活
実
態
（
朝
食
）
把
握
は
。

（
市
長
）
ま
だ
実
態
把
握

は
で
き
て
い
な
い
。

（
教
育
長
）
生
活
実
態
把

握
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
こ

と
な
の
で
慎
重
に
検
討
し
た

い
。

青
森
県
鶴
田
町
で
は

「
朝
ご
は
ん
条
例
」
を
制

定
し
、
食
の
大
切
さ
・
食
文
化

の
継
承
に
取
り
組
ま
れ
、
合
わ

せ
て
「
米
の
消
費
拡
大
・
食
料

自
給
率
向
上
」
に
つ
と
め
て
い

る
。
わ
が
市
の
考
え
は
。

（
市
長
）
条
例
に
て
規
制

指
導
す
る
の
は
、
疑
問
と

思
う
の
で
考
え
て
い
な
い
。
食

育
の
徹
底
で
朝
食
を
と
る
大
切

さ
を
、
啓
発
し
て
い
く
こ
と
を

先
決
と
し
て
い
く
。

田
園
都
市
構
想
実
現
に
は

安
曇
野
市
の
美
田
（
農
業
）

を
守
る
こ
と
に
あ
る

美
田
を
守
る
に
は
、
米

の
消
費
拡
大
が
重
要
で
あ

る
が
、
米
消
費
拡
大
の
啓
発
活

動
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
生
活

改
善
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
、

米
を
使
っ
た
料
理
事
業
拡
大
、

米
消
費
拡
大
に
む
け
た
和
食
Ｐ

Ｒ
等
を
行
っ
て
い
く
。

学
校
給
食
で
米
消
費
拡

大
に
む
け
、
オ
ー
ル
米
飯

か
、
パ
ン
･
め
ん
類
の
米
パ

ン
･
米
め
ん
化
の
推
進
を
。

（
教
育
次
長
）
子
供
た
ち

の
嗜
好
･
栄
養
バ
ラ
ン
ス

献
立
の
多
様
化
か
ら
、
週
３
日

の
米
飯
、
２
日
の
パ
ン
・
め
ん

が
適
当
と
の
意
見
が
大
勢
で
あ

る
。
米
パ
ン
に
つ
い
て
は
、
価

格
的
課
題
が
あ
る
が
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

米
め
ん
の
導
入
は
考
え
に
く

い
。

食
育
で
日
本
の
食
文

化
・
米
文
化
の
誇
り
を
継

承
し
、
米
消
費
拡
大
・
自
給
率

向
上
を
。

（
産
業
観
光
部
長
）
米
中

心
の
食
生
活
は
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
日
本
の
食
文
化
の
良

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
Ｐ
Ｒ
を
十

分
し
て
い
き
た
い
。

「
食
育
基
本
法
」
の
制
定
に
伴
う
安
曇
野
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

山
　
田
　
高
　
久

議
員
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指
定
管
理
者
の
選
定
で

公
募
に
よ
る
選
定
13
施
設

に
、
20
団
体
の
応
募
が
あ
っ
た

が
、
管
理
団
体
が
新
し
く
な
る

こ
と
は
大
変
な
事
、
最
悪
の
場

合
は
全
職
員
の
解
雇
も
あ
り
得

る
。
審
査
基
準
の
選
定
評
価
表

に
再
雇
用
と
い
う
項
目
が
な
い

が
、
業
者
選
定
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ

で
、再
雇
用
を
確
認
さ
れ
た
か
。

（
総
務
部
長
）
公
募
施
設

の
募
集
要
項
に
お
い
て
、

協
定
書
に
盛
ら
れ
る
事
項
に
再

雇
用
の
配
慮
を
す
る
。

現
在
勤
務
を
さ
れ
て
い

る
職
員
に
不
安
の
な
い
よ

う
な
配
慮
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
、
13
施
設
が
公
募
に

よ
り
民
営
化
す
る
こ
と
は
、
活

性
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
が
る
。
非
公
募
に
よ
る

58
施
設
中
、
申
請
団
体
41
団
体

が
兼
ね
て
管
理
を
す
る
施
設
が

何
カ
所
も
あ
る
わ
け
だ
が
、
特

に
第
３
セ
ク
タ
ー
で
管
理
さ
れ

て
い
る
施
設
は
す
で
に
旧
町
村

が
先
行
し
て
民
営
化
し
て
い
た

こ
と
、
例
え
ば
三
郷
の
堆
肥
セ

ン
タ
ー
、
安
曇
野
の
里
自
然
活

用
村
（
ビ
レ
ッ
ジ
）
フ
ァ
イ
ン

ビ
ュ
ー
室
山
、
ほ
り
で
〜
ゆ
〜

四
季
の
郷
、
助
役
が
社
長
を
務

め
る
第
３
セ
ク
タ
ー
の
会
社
が

経
営
を
し
て
い
る
こ
と
に
疑
問

符
を
す
る
方
が
い
る
。
だ
が
、

市
が
設
備
投
資
を
し
、
資
本
投

下
を
し
て
い
る
限
り
、
市
か
ら

代
表
取
締
役
を
送
る
の
は
当
然

の
こ
と
。
役
員
構
成
に
問
題
あ

り
。
ほ
り
で
〜
ゆ
〜
四
季
の
郷

を
例
に
す
る
な
ら
ば
、
株
式
会

社
堀
金
観
光
開
発
公
社
は
社
長

が
助
役
、
社
長
以
外
の
役
員
構

成
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。（

産
業
観
光
部
長
）
代
表

取
締
役
が
助
役
他
７
名
の

取
締
役
、
２
名
が
監
査
役
、
８

名
の
役
員
の
内
、
行
政
関
係
で

４
名
、
商
工
会
、
第
一
観
光
、

農
協
、
支
配
人
で
各
１
名
で
あ

る
。

８
名
の
役
員
の
内
、
常

勤
役
員
は
何
名
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
常
勤

役
員
は
支
配
人
１
名
。

役
員
８
名
の
内
、
常
勤

の
民
間
役
員
１
名
で
は
第

３
セ
ク
タ
ー
の
実
態
は
民
営
化

に
ほ
ど
遠
い
。
会
社
組
織
を
強

化
す
る
た
め
に
、
代
表
取
締
役

が
非
常
勤
な
の
で
専
務
制
を
引

き
、
常
勤
の
専
務
職
を
置
く
必

要
が
あ
り
、
常
勤
職
の
役
員
も

増
や
す
必
要
が
あ
る
。

（
助
役
）
１
月
に
役
員
改

選
で
支
配
人
も
取
締
役
に

し
た
。
専
務
制
も
一
つ
の
考
え

方
、
今
後
検
討
し
た
い
。

各
事
業
所
の
支
配
人
は

す
ば
ら
し
い
事
業
展
開
を

し
て
お
り
、
責
任
を
持
た
せ
た

経
営
の
た
め
に
も
支
配
人
の
専

務
制
が
必
要
、
ま
た
、
非
公
募

に
よ
る
指
定
管
理
者
も
毎
年
進

歩
す
る
よ
う
に
改
善
策
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
観
光
客
は
、

安
曇
野
に
連
休
を
境
い
に
昨
年

以
上
に
来
て
い
る
。
明
科
の
あ

や
め
祭
り
も
県
外
客
が
多
く
、

驚
い
て
い
る
し
、
市
民
も
動
き

出
し
て
い
る
。
市
に
８
施
設
あ

る
入
浴
施
設
共
通
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
出
し
て
い
た
だ
き
た

い
。（

産
業
観
光
部
長
）
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
に
つ
い
て

は
、
公
共
宿
泊
施
設
連
絡
会
議

の
な
か
で
検
討
す
る
。

指
定
管
理
者
の
選
定
に
つ
い
て

大
　
月
　
晃
　
雄

議
員
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よ
り
活
性
化
さ
れ
た
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

住
民
も
し
く
は
住
民
団
体
が
積

極
的
に
活
動
し
や
す
い
環
境

を
、
行
政
が
創
り
出
し
て
い
く

こ
と
、
即
ち
新
し
い
公
共
空
間

を
拡
げ
、
そ
こ
へ
の
参
入
を
促

し
て
い
く
政
策
や
仕
組
み
づ
く

り
が
大
切
で
あ
る
。
で
き
る
だ

け
大
勢
の
市
民
が
地
域
を
支
え

て
い
く
戦
力
と
な
れ
る
よ
う
、

行
政
が
誘
導
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
次
の
２

点
に
つ
い
て
提
案
す
る
。

市
民
活
動
団
体
支
援
制
度

個
人
市
民
税
の
納
税
者
が
、

支
援
し
た
い
団
体
を
一
つ
選
択

し
、
そ
の
納
税
者
の
市
民
税
額

の
あ
る
一
定
割
合（
１
〜
２
％
）

を
一
定
の
ル
ー
ル
の
枠
内
で
選

ん
だ
団
体
の
支
援
に
あ
て
る
。

そ
の
効
果
と
し
て
は
、
①
市
民

自
ら
が
市
民
活
動
を
支
え
、
地

域
の
た
め
に
活
動
す
る
団
体
を

育
て
て
い
こ
う
と
す
る
意
識
の

高
揚
。
②
市
民
の
税
金
お
よ
び

財
政
へ
の
関
心
の
高
ま
り
。
③

市
民
自
ら
が
支
援
し
た
い
団
体

を
選
択
す
る
た
め
、
そ
の
団
体

の
活
動
を
注
視
し
、
見
守
っ
て

い
こ
う
と
す
る
こ
と
。
な
ど
が

あ
る
。

寄
付
金
補
助

使
途
目
的
を
限
定
し
な
い
寄

付
金
を
、
企
業
や
団
体
、
市
民

に
お
願
い
し
、
寄
せ
ら
れ
た
も

の
を
あ
る
一
定
の
ル
ー
ル
の
な

か
で
選
ば
れ
た
地
域
活
動
団
体

に
補
助
す
る
。
住
民
と
行
政
の

協
働
の
し
く
み
づ
く
り
や
新
し

い
公
共
空
間
の
創
造
と
、
そ
こ

へ
の
市
民
の
参
入
は
、
無
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
形
が
理
想

的
で
は
あ
る
が
、
あ
る
程
度
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
い
う
か
財

政
的
支
援
が
な
い
と
意
欲
の
あ

る
人
や
団
体
の
背
中
を
押
す
こ

と
は
困
難
で
は
な
い
か
、
市
の

考
え
は
。

（
市
長
）
協
働
の
あ
り
方
、

市
制
へ
の
参
画
と
い
う
こ

と
は
、
単
な
る
参
加
だ
け
で
は

な
く
、
参
加
か
ら
運
営
に
至
る

ま
で
実
践
的
な
参
画
と
い
う
こ

と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
り

具
体
的
な
地
域
づ
く
り
を
担
っ

て
い
く
、
そ
う
い
っ
た
機
会
を

増
や
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
市
民

を
誘
導
し
て
い
く
こ
と
は
行
政

側
に
も
必
要
だ
と
思
う
。「
支

援
制
度
」
や
「
寄
付
金
補
助
」

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
に
値
す

る
と
思
っ
て
い
る
。

（
企
画
財
政
部
長
）
市
民

活
動
団
体
支
援
の
制
度

は
、
１
％
支
援
事
業
と
い
う
こ

と
で
05
年
か
ら
日
本
で
は
唯
一

千
葉
県
市
川
市
で
導
入
し
て
い

る
。
ま
た
寄
付
金
補
助
に
つ
い

て
は
塩
尻
市
に
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
基
金
」
と
い
う
も
の
が

あ
る
。
一
般
市
民
の
関
心
を
大

い
に
集
め
た
り
、
各
団
体
を
啓

発
す
る
効
果
も
高
い
と
考
え

る
。
内
容
を
十
分
検
討
し
、
今

後
安
曇
野
市
に
適
し
た
制
度
が

あ
る
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
。

要
望

市
川
市
と
安
曇
野
市

で
は
人
口
規
模
も
大
分
違
う

し
、
主
要
施
設
の
指
定
管
理
者

指
定
の
際
、
応
募
者
の
数
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
受
け
皿
、
対
象

団
体
が
果
た
し
て
あ
る
の
か
と

い
う
部
分
も
あ
る
が
、
今
後
団

塊
の
世
代
と
い
わ
れ
る
人
た
ち

も
「
地
域
社
会
」
に
戻
っ
て
来

る
の
で
、
先
行
事
例
の
効
果
を

十
分
見
守
っ
て
い
た
だ
き
、
将

来
的
に
安
曇
野
市
に
有
効
と
思

わ
れ
る
時
期
が
来
た
ら
実
現
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

市
民
活
動
団
体
の
支
援
に
つ
い
て

丸
　
山
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観
光
面
に
お
い
て
も
安

曇
野
市
誕
生
と
い
う
新
た

な
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
、
安
曇
野

へ
の
来
訪
者
の
意
識
、
動
向
の

実
態
把
握
が
必
要
と
考
え
る
。

夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
、
民
間

の
協
力
を
得
て
、
全
市
の
施
設

に
お
い
て
観
光
客
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
し
た
ら
ど
う
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
現
在

ま
で
イ
ベ
ン
ト
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
や
高
速
道
路
の
談
合

坂
Ｓ
Ａ
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

宿
泊
施
設
等
の
よ
り
身
近
な
場

所
で
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、

総
合
的
な
安
曇
野
観
光
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

観
光
企
画
で
提
案
し
た

い
。
①
安
曇
野
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
設
立
支
援
、
文
化
庁
・
全

国
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
へ
の
登
録
等
の
積
極
的
な
ロ

ケ
誘
致
・
支
援
。
②
ご
当
地
検

定
が
話
題
と
な
っ
て
お
り
、
市

の
内
外
に「
安
曇
野
通（
つ
う
）」

を
育
成
す
べ
く
「
安
曇
野
観
光

文
化
検
定
（
安
曇
野
検
定
）」

の
立
ち
上
げ
。

（
産
業
観
光
部
長
）
ロ
ケ

支
援
に
つ
い
て
は
、
豊
科

地
域
で
実
績
が
あ
る
が
、
今
後

は
松
本
市
の
ロ
ケ
支
援
担
当
と

情
報
を
共
有
し
な
が
ら
、
広
域

的
に
連
携
を
図
り
ロ
ケ
誘
致
に

努
め
た
い
。
ご
当
地
検
定
に
つ

い
て
は
、
安
曇
野
フ
ァ
ン
を
増

や
す
と
い
う
点
で
は
興
味
が
あ

る
制
度
と
考
え
、
市
の
観
光
連

盟
と
検
討
し
た
い
。

補
正
予
算
に
計
上
さ
れ

た
し
ゃ
く
な
げ
荘
整
備
検

討
事
業
の
内
容
は
。

（
市
長
）
実
施
方
針
を
全

市
的
な
観
点
か
ら
見
直
し

検
証
し
て
、
安
曇
野
市
実
施
方

針
の
策
定
、特
定
事
業
の
選
定
、

要
求
水
準
等
の
策
定
の
た
め
、

専
門
の
建
築
分
野
等
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
。
審
査
員
に
外

部
有
識
者
を
加
え
、
天
然
温
泉

資
源
の
活
用
等
の
調
査
、
研
究

を
委
託
す
る
。

健
康
づ
く
り
・

が
ん
対
策
に
つ
い
て

生
活
習
慣
病
、
が
ん
対

策
に
は
、
予
防
と
早
期
発

見
が
第
一
歩
で
あ
る
が
、
各
種

検
診
の
受
診
率
は
低
い
。
受
診

率
の
向
上
の
た
め
の
提
案
を
し

た
い
。
①
各
地
域
の
保
険
セ
ン

タ
ー
で
実
施
す
る
基
本
健
康
診

査
と
胃
・
大
腸
が
ん
検
診
の
同

一
日
程
で
の
実
施
。
②
基
本
健

診
・
が
ん
検
診
に
お
い
て
、
女

性
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
配
慮
を

し
て
、
女
性
医
療
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
女
性
専
門
検
診
日
の
設

定
。
③
検
診
期
間
は
年
度
の
ほ

ぼ
前
半
で
終
了
し
て
い
る
。
申

込
み
漏
れ
や
検
診
漏
れ
に
も
柔

軟
的
な
検
診
体
制
を
と
る
た

め
、
検
診
期
間
の
12
月
ご
ろ
ま

で
の
延
長
。
④
現
在
は
集
団
検

診
の
み
で
あ
る
が
、
近
く
の
医

療
機
関
で
受
診
で
き
る
個
別
検

診
の
制
度
の
採
用
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
①
〜

③
に
つ
い
て
は
、
委
託
先

の
医
師
会
等
の
医
療
機
関
と
の

話
し
合
い
が
必
要
で
あ
り
、
ま

た
、
施
設
の
広
さ
や
年
間
事
業

計
画
と
の
調
整
が
あ
る
が
、
検

討
し
た
い
。
④
に
つ
い
て
は
、

医
師
会
と
の
協
議
の
な
か
で

は
、
全
市
的
に
対
応
す
る
の
は

難
し
い
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

安
曇
野
観
光
の
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
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市
長
が
18
年
度
中
に
策

定
す
る
と
し
た
、「
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」の
進
捗
状
況
は
。

（
市
長
）
議
員
が
言
う
よ

う
に
、
全
国
に
知
名
度
の

あ
る
安
曇
野
市
独
自
の
行
政
改

革
大
綱
並
び
に
行
政
経
営
改
革

プ
ラ
ン
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
る
最
中
で
、
国
が
求
め
る
改

革
項
目
を
踏
ま
え
な
が
ら
新
市

建
設
計
画
が
着
実
に
実
行
出
来

る
よ
う
、
市
民
と
の
協
働
に
よ

る
市
政
の
推
進
、
健
全
な
財
政

基
盤
の
確
立
、
職
員
管
理
給
与

の
適
正
化
、
業
務
の
効
率
化
、

ス
リ
ム
で
柔
軟
な
組
織
、
人
事

体
制
の
構
築
、
公
共
施
設
の
効

果
的
な
利
用
以
上
６
点
の
重
要

項
目
に
対
し
整
理
さ
れ
た
課
題

と
し
て
12
項
目
、
そ
の
課
題
を

克
服
す
る
為
の
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
30
数
項
目
に
つ
い

て
、
数
値
目
標
を
明
確
に
す
べ

く
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
が
立
ち
上
げ
た
安
曇

野
市
行
政
改
革
推
進
委
員

会
に
お
い
て
、
重
点
項
目
を
諮

問
し
、
８
月
に
は
答
申
を
得
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
私
が
一
つ

決
定
的
に
申
し
あ
げ
た
い
の
は

行
政
と
住
民
が
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
成
し
遂
げ
て
い
く
た
め

に
不
可
欠
な
要
素
は
、
双
方
の

間
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構

築
し
て
情
報
を
共
有
す
る
こ
と

が
大
切
で
、
そ
の
な
か
で
は
財

務
情
報
が
最
も
解
り
易
い
も
の

だ
と
考
え
る
が
。

（
企
画
財
政
部
長
）
現
在

行
政
の
予
算
、
決
算
は
い

わ
ゆ
る
単
式
簿
記
式
で
平
成
12

年
総
務
省
か
ら
出
さ
れ
ま
し

た
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借

対
照
表
）、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ

ー
計
算
書
、
行
政
コ
ス
ト
計
算

書
に
基
づ
き
複
式
簿
記
に
よ
る

財
務
諸
表
の
作
成
並
び
に
開
示

の
準
備
中
で
あ
る
。

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に

基
づ
き
、
各
々
の
決
算
は

ど
の
様
な
形
で

開
示
さ
れ
る
の
か

指
定
管
理
者
制
度
が
採

用
さ
れ
た
施
設
及
び
、
そ

の
管
理
者
の
性
質
に
差
異
は
あ

る
が
、
そ
の
決
算
と
開
示
は
ど

う
進
め
る
か
。

（
総
務
部
長
）
基
本
的
に

は
指
定
管
理
者
に
選
定
さ

れ
た
団
体
か
ら
提
出
さ
れ
た
事

業
計
画
、
収
支
計
画
に
基
づ
き

経
営
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

る
が
、
施
設
の
性
格
上
不
測
の

事
態
や
一
定
額
以
上
の
修
繕
を

除
き
、
市
か
ら
の
追
加
支
出
は

行
わ
ず
に
、
そ
の
う
え
で
様
式

は
指
定
し
て
は
い
な
い
け
れ
ど

も
、
報
告
義
務
は
負
っ
て
い
た

だ
く
。

他
市
に
お
け
る
情
報
だ

と
一
年
間
で
相
当
額
の
赤

字
を
出
し
、
行
政
と
の
間
で
不

協
和
音
も
出
て
い
る
や
に
聞
い

て
い
る
が
、
そ
の
様
な
場
合
で

も
市
の
赤
字
補
て
ん
は
な
い
の

か
。（

企
画
財
政
部
長
）
基
本

的
に
は
協
定
事
項
の
内
容

に
沿
っ
て
双
方
で
精
査
し
て
い

る
の
で
赤
字
云
々
は
想
定
外
で

あ
る
。

特
に
公
募
型
の
民
間
営

利
法
人
な
ど
が
指
定
管
理

者
に
な
っ
た
施
設
に
対
し
、
そ

の
決
算
な
ど
は
一
般
市
民
に
開

示
さ
れ
る
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
そ
れ

ら
は
勿
論
、
開
示
は
可
能

と
考
え
る
。

行
財
政
改
革
の
柱
と
も
言
う
べ
き
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て

£
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都
市
計
画
に
関
す
る
土

地
利
用
管
理
の
考
え
方
、

ま
た
、
検
討
会
議
の
現
況
は
。

（
市
長
）
安
曇
野
の
乱
開

発
を
防
ぎ
な
が
ら
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
都
市
計
画
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
一
定
の
ル
ー
ル
を

定
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

土
地
利
用
構
想
調
査
専
門
委

員
に
市
の
ゆ
か
り
深
い
３
名
の

大
学
教
授
専
門
家
か
ら
、
課
題

や
問
題
点
を
整
理
し
て
い
た
だ

き
、
専
門
的
見
地
か
ら
調
査
検

討
し
、
現
状
分
析
、
素
案
づ
く

り
、
住
民
の
合
意
形
成
の
手
法

ま
で
助
言
指
導
し
て
い
た
だ
く

よ
う
考
え
て
い
る
。

農
業
委
員
の
役
割
と
、

地
域
・
地
区
の
営
農
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
農
業

委
員
が
７
月
よ
り
72
名
が

48
名
と
な
り
市
全
体
の
視
野
に

た
っ
て
活
動
し
て
も
ら
う
。

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
は
261
名
の

認
定
農
業
者
や
営
農
意
欲
あ
る

農
業
者
、
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

で
育
成
講
座
な
ど
検
討
し
て
い

き
た
い
。今

年
の
秋
播
く
麦
よ
り

品
目
横
断
的
政
策
に
よ

り
、
麦
の
生
産
・
精
算
方
法
が

変
わ
る
。
Ｊ
Ａ
が
今
ま
で
と
同

じ
に
、
仮
渡
金
を
出
し
、
市
が

利
息
の
一
部
を
補
て
ん
す
る
財

政
措
置
の
検
討
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
Ｊ
Ａ
・

行
政
・
委
託
者
、
こ
の
三

者
が
合
意
形
成
を
図
れ
る
よ
う

協
議
し
て
い
き
た
い
。

来
年
度
か
ら
始
ま
る
農

地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
の
概
要
と
対
応
に
つ
い
て

は
。（

産
業
観
光
部
長
）
農
業

者
だ
け
で
な
く
住
民
・
自

治
会
な
ど
で
、
農
道
や
用
水
路

の
保
全
、
自
然
や
景
観
を
守
る

地
域
活
動
を
促
進
す
る
事
業

で
、
経
費
は
10
Ç
当
た
り
国
か

ら
２，
２
０
０
円
、
県
・
市
で

２，
２
０
０
円
で
農
家
、
非
農

家
区
別
な
く
支
援
さ
れ
る
の

で
、
安
曇
野
の
田
園
風
景
を
維

持
す
る
た
め
に
積
極
的
に
取
り

組
み
た
い
。

米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。
又
安
曇
野
の
り
ん
ご
と
併

せ
た
ブ
ラ
ン
ド
化
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
地
域

ブ
ラ
ン
ド
が
法
的
保
護
を

受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

早
期
に
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機

関
と
協
議
し
進
め
た
い
。

振
興
作
物
の
振
興
策
は

今
ま
で
と
変
わ
る
の
か
、

果
樹
の
産
地
構
造
改
革
計
画
の

考
え
方
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
各
地

域
ご
と
の
特
長
あ
る
振
興

作
物
で
あ
る
の
で
引
き
続
き
考

え
る
。
果
樹
振
興
の
た
め
、
生

産
者
・
Ｊ
Ａ
・
市
等
の
関
係
者

で
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
活
力

に
満
ち
た
産
地
づ
く
り
に
積
極

的
に
取
り
組
み
た
い
。

食
の
安
全
・
安
心
確
保

対
策
と
し
て
ポ
ジ
テ
イ
ブ

リ
フ
ト
制
度
に
よ
り
農
薬
飛
散

の
対
応
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
関
係

機
関
と
協
議
し
対
応
策
を

検
討
し
、
農
業
者
に
は
早
急
に

周
知
し
て
い
き
た
い
。

厳
し
い
畜
産
経
営
の
な

か
で
、
環
境
対
策
と
堆
肥

の
流
通
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
畜
産

農
家
と
十
分
な
話
し
合
い

を
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
対
策

を
行
い
畜
産
振
興
を
図
り
た

い
。

地
産
地
消
の
販
売
シ
ス

テ
ム
の
確
立
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
市
内

の
農
産
物
の
直
売
施
設
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
早
急
に
進

め
、
学
校
給
食
へ
の
利
用
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

農
業
振
興
の
具
体
化
に
つ
い
て

黒
　
岩
　
宏
　
成

議
員

���

���

� �

���

� ������

小
泉
改
革
は
国
民
に
何

を
も
た
ら
し
た
の
か
。

大
企
業
は
利
益
を
あ
げ
て
い

る
が
国
民
は
負
担
増
と
将
来
へ

の
不
安
を
拡
大
し
て
き
た
。
医

療
改
革
法
は
命
の
格
差
と
い
う

言
葉
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

社
会
保
障
の
根
底
に
も
関
わ
る

も
の
で
あ
る
。

一
連
の
税
制
や
制
度
改
正
に

よ
る
住
民
へ
の
影
響
を
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

（
市
長
）
大
変
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
と
思

う
。厳
し
い
経
済
環
境
に
あ
り
、

高
齢
化
、
少
子
化
が
進
ん
で
い

る
な
か
で
、
経
済
の
分
配
に
つ

き
時
代
背
景
を
認
識
し
な
が
ら

対
応
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

社
会
保
障
制
度
を
維
持
可
能

な
制
度
に
ど
の
よ
う
に
構
築
し

て
い
く
か
、
今
ま
で
と
違
っ
た

負
担
、
苦
労
を
い
た
だ
か
ざ
る

を
得
な
い
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
土
木
関

係
中
心
の
箱
物
行
政
は
福
祉
を

中
心
に
変
わ
っ
て
い
か
ざ
る
を

得
な
い
。
大
き
な
負
担
を
負
い

き
れ
な
い
方
も
大
勢
い
る
。
救

済
政
策
を
と
っ
て
い
く
、
そ
れ

が
地
方
自
治
体
の
一
つ
の
大
き

な
役
割
と
考
え
て
い
る
。

06
年
度
の
住
民
税
の
変

更
部
分
に
つ
い
て
、
簡
単

に
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

（
総
務
部
長
）
定
率
減
税

の
縮
減
、
廃
止
、
同
一
生

計
の
妻
に
対
す
る
非
課
税
措
置

の
廃
止
、
そ
れ
か
ら
均
等
割
、

所
得
割
の
非
課
税
の
限
度
額
の

引
き
下
げ
で
あ
る
。

他
に
年
金
控
除
の
縮

小
、
老
年
者
控
除
の
廃
止

も
あ
る
。

所
得
の
低
い
人
、
高
齢
者
に

大
き
な
負
担
が
か
か
る
と
思
う

が
新
た
に
課
税
に
な
る
人
は
ど

れ
ぐ
ら
い
い
る
の
か
。

（
総
務
部
長
）
高
齢
者
に

つ
い
て
は
２，
８
２
５
人

位
で
あ
る
。

増
税
額
は
ど
れ
ぐ
ら
い

か
。

（
総
務
部
長
）
５，
０
６
６

万
円
ほ
ど
で
あ
る
。

介
護
保
険
料
、

保
育
料
に
も
影
響

税
制
改
正
が
影
響
を
及

ぼ
す
施
策
は
国
保
の
他
に

何
が
あ
る
か
。

（
総
務
部
長
）
介
護
保
険

料
、
保
育
料
が
あ
る
。

児
童
手
当
や
障
害
者
支

援
の
関
係
な
ど
に
も
影
響

が
出
て
く
る
と
思
う
。
ど
う
い

う
影
響
が
出
る
か
検
討
し
た
の

か
。（

市
民
環
境
部
長
）
国
保

に
つ
い
て
は
、
公
的
年
金

控
除
の
最
低
保
障
が
140
万
円
か

ら
120
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
た

影
響
が
出
る
。
被
保
険
者
１
万

５，
３
２
０
人
の
う
ち
４，
９
６

０
人
、１
人
当
た
り
平
均
で
８，

２
０
０
円
位
の
影
響
が
出
る
。

障
害
者
自
立
支
援
法
が

動
き
出
し
、
負
担
が
増
え

る
が
、
自
治
体
独
自
の
施
策
を

講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ
る
が

影
響
を
ど
う
考
え
て
き
た
の

か
。（

健
康
福
祉
部
長
）
軽
減

措
置
を
法
の
中
で
講
じ
て

い
る
。

今
ま
で
本
人
所
得
の
み
で
利

用
料
の
算
定
を
し
て
い
た
が
、

家
族
を
含
め
た
算
定
に
な
っ
た

た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
利
用

料
を
払
う
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
ど
う

い
う
状
態
に
置
か
れ
て
い

る
か
、
把
握
し
て
施
策
を
講
じ

て
も
ら
い
た
い
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
認
定

調
査
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成

の
中
で
意
見
を
聞
き
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
、
穂
高
駅
周
辺
整
備

の
位
置
づ
け
、
健
康
検
診
、
旧

町
村
の
宣
言
の
扱
い
、
松
く
い

虫
対
策
に
つ
い
て
も
質
問
し

た
。
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10
万
人
都
市
の
図
書
館

と
し
て
の
建
物
の
規
模
や

蔵
書
数
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に

密
接
に
関
係
す
る
ソ
フ
ト
面
か

ら
図
書
館
計
画
に
迫
る
こ
と
の

重
要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

（
教
育
長
）
ソ
フ
ト
面
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
こ
れ

か
ら
の
図
書
館
に
は
大
い
に
必

要
と
考
え
る
。
一
つ
に
は
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
相
互

貸
借
、
身
近
な
場
所
で
の
図
書

の
返
還
な
ど
、
よ
り
充
実
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て
い
る
。

二
つ
に
は
、
図
書
館
に
い
ろ
い

ろ
な
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と

で
、
地
域
を
支
え
る
情
報
の
拠

点
と
し
て
市
民
に
と
っ
て
本
当

に
役
立
つ
図
書
館
を
目
指
す
。

そ
の
よ
う
な
図
書
館
の

構
想
を
具
体
化
す
る
た
め

に
、
ど
ん
な
方
策
を
講
じ
て
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
か
。
図
書

館
に
必
要
な
究
極
の
ソ
フ
ト
は

「
人
」
で
あ
る
。
先
進
地
の
視

察
は
も
ち
ろ
ん
、
館
長
や
職
員

を
公
募
し
て
計
画
段
階
か
ら
任

せ
る
と
か
、
具
体
的
な
考
え
は

な
い
か
。

（
教
育
長
）
今
後
、
教
育

委
員
会
と
し
て
検
討
委
員

会
に
そ
う
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
を

提
示
し
な
が
ら
、
議
論
を
深
め

て
い
き
た
い
。

不
登
校
と

中
間
教
室
の
現
状
は

不
登
校
の
要
因
・
背
景

は
様
々
に
あ
り
、
学
校
教

育
の
場
面
で
解
決
す
る
に
は
限

界
が
あ
る
。
学
校
、
家
庭
、
地

域
が
連
携
し
、
多
様
な
学
び
の

場
を
提
供
し
認
め
て
い
く
取
り

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

（
教
育
長
）
市
の
小
中
学

校
の
不
登
校
児
童
・
生
徒

の
状
況
は
、
今
年
度
当
初
の
時

点
で
、
小
学
生
１
名
、
中
学
生

18
名
、
計
19
名
で
あ
る
。
校
内

の
相
談
体
制
は
、
一
昔
前
に
比

べ
か
な
り
整
え
ら
れ
、
心
の
相

談
員
等
も
何
校
か
に
配
置
し
て

い
る
。
不
登
校
児
童
・
生
徒
の

親
の
会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、

こ
れ
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

実
験
事
業
に
つ
い
て

「
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
地
域
シ
ス
テ
ム
化
実

験
事
業
」
は
穂
高
広
域
施
設
組

合
の
事
業
だ
が
、
そ
れ
に
必
要

な
ゴ
ミ
の
分
別
・
収
集
の
業
務

は
安
曇
野
市
が
受
託
し
た
。
実

験
施
設
の
稼
動
に
向
け
、
ど
の

よ
う
な
準
備
を
し
て
い
る
か
。

（
市
民
環
境
部
長
）
実
験

施
設
は
来
年
１
月
か
ら
試

験
稼
動
す
る
計
画
で
あ
る
。

７
月
〜
８
月
に
は
、
こ
の
実

験
事
業
に
つ
い
て
市
民
へ
広
報

し
、
協
力
い
た
だ
く
地
域
を
選

定
。
９
月
〜
10
月
に
は
、
対
象

地
域
の
皆
さ
ん
に
詳
し
い
説
明

会
を
開
く
。
豊
科
で
３，
０
０

０
世
帯
、
穂
高
で
３，
０
０
０

世
帯
に
お
願
い
す
る
予
定
。
対

象
家
庭
に
は
11
月
〜
12
月
に
実

験
用
の
収
集
袋
を
配
布
し
、
来

年
１
月
か
ら
は
、
今
ま
で
の
可

燃
ご
み
の
袋
と
は
別
に
し
て
、

生
ご
み
な
ど
の
分
別
収
集
を
開

始
す
る
予
定
で
あ
る
。

安
曇
野
市
が
め
ざ
す
図
書
館
行
政
は

小
　
林
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子

議
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図書館行政の先進地「滋賀県愛知
え ち

川
がわ

図書館」

市
長
の
任
期
中
に
は
建

設
地
の
決
定
を
し
た
い
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
具
体
的
に

は
い
つ
頃
か
。
本
年
の
新
入
職

員
の
採
用
は
な
か
っ
た
が
、
来

年
度
に
つ
い
て
は
何
人
く
ら
い

の
採
用
を
考
え
て
い
る
か
。

（
市
長
）
庁
内
に
お
い
て

は
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
準
備
を

進
め
て
い
る
。
本
庁
機
能
、
市

庁
舎
の
機
能
と
し
て
、
組
織
、

機
構
を
見
直
し
た
な
か
で
ど
れ

く
ら
い
の
規
模
の
も
の
が
必
要

な
の
か
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な

機
能
が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ

と
を
し
っ
か
り
と
検
討
し
論
議

し
て
い
く
。

（
総
務
部
長
）
新
規
採
用

の
職
員
の
件
は
、
本
年
度

は
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
が
、
来
年
度

は
若
干
名
を
計
画
し
て
い
る
。

こ
の
質
問
を
す
る
背
景

と
し
て
経
済
の
低
迷
が
あ

る
。
早
期
の
実
現
を
目
指
し
経

済
の
活
性
化
を
促
し
て
も
ら
い

た
い
と
い
う
事
と
、
ま
た
、
新

市
と
な
り
希
望
を
持
っ
て
市
の

為
に
働
こ
う
と
す
る
優
秀
な
人

材
の
確
保
も
、
今
だ
か
ら
で
き

る
こ
と
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

か
。
将
来
の
為
に
も
、
間
を
空

け
た
ら
い
け
な
い
と
考
え
る

が
。ま

た
、
地
域
審
議
会
に
つ
い

て
、
現
況
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
去
る

６
月
２
日
に
初
め
て
総
合

計
画
の
基
本
構
想
に
つ
い
て
、

地
域
の
課
題
、
将
来
像
に
つ
い

て
と
い
う
こ
と
で
諮
問
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
基
本
構
想
の

答
申
に
つ
い
て
は
、
来
年
の
２

月
ま
た
は
３
月
ご
ろ
に
は
取
り

ま
と
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
を
し
て
い
る
。

議
会
と
の
関
係
で
は
、
審
議

過
程
等
に
お
い
て
議
会
へ
報
告

が
必
要
な
内
容
は
、
そ
の
都
度

報
告
し
て
参
り
た
い
。

自
然
景
観
保
守
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
政
策
に
つ
い
て

安
曇
野
の
景
観
に
関
す

る
現
状
に
つ
い
て
国
際
化

を
向
か
え
つ
つ
あ
る
な
か
で
、

現
状
で
の
と
ら
え
方
は
い
か
が

か
。
ま
た
、
政
策
、
施
策
に
つ

い
て
、
今
後
の
あ
る
べ
き
姿
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
今
後

は
市
の
独
自
の
施
策
と
し

て
は
、
総
合
計
画
あ
る
い
は
土

地
利
用
制
度
の
検
討
に
あ
わ
せ

て
、
景
観
条
例
の
制
定
あ
る
い

は
景
観
計
画
の
策
定
に
向
け
て

努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
。景

観
に
配
慮
し
た
地
域

型
住
宅
、
つ
ま
り
、
在
来

型
木
造
の
住
宅
だ
け
で
な
く
、

工
業
化
住
宅
を
手
が
け
る
民
間

企
業
と
の
協
力
関
係
の
構
築
に

つ
い
て
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
今
後

住
民
と
の
合
意
形
成
を
図

り
な
が
ら
、
ま
た
景
観
形
成
住

民
協
定
地
区
の
拡
大
、
景
観
計

画
を
策
定
す
る
な
か
で
、
企
業

と
の
協
力
関
係
の
構
築
を
模
索

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

生
涯
教
育
の
基
本
構
想
の

樹
立
に
つ
い
て

幼
児
教
育
、
ま
た
家
庭

教
育
の
課
題
に
つ
い
て
、

現
況
は
ど
う
で
あ
る
か
。

（
教
育
次
長
）
時
代
の
要

請
に
こ
た
え
、
よ
り
具
体

的
な
方
向
づ
け
を
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
い
う
よ
う
に
考
え
て

い
る
。

本
庁
舎
の
建
設
に
向
け
て

吉
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公
民
館
の
使
用
時
間
は
、

準
備
時
間
も
含
む
の
か
。

（
教
育
次
長
）
準
備
時
間

は
、
使
用
時
間
で
な
い
の

で
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

公
民
館
利
用
料
は
、
団

体
に
加
盟
し
た
人
達
は

100
％
の
減
免
が
あ
る
が
、
団
体

に
加
盟
し
な
く
て
も
100
％
の
対

応
が
で
き
る
か
。

（
教
育
次
長
）
市
長
が
利

用
料
を
特
に
認
め
た
場
合

に
は
規
定
を
設
け
る
。
生
涯
学

習
、
公
民
館
活
動
は
地
域
の
文

化
活
動
の
拠
点
と
な
る
の
で
十

分
検
討
す
る
。

農
業
問
題
に
つ
い
て

安
曇
野
市
の
認
定
農
業

者
と
集
落
営
農
の
状
態

は
、
農
家
全
体
の
何
％
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
79
人

と
４
法
人
が
認
定
農
業
者

と
集
落
法
人
。
集
落
営
農
は
14

組
織
が
取
り
組
み
を
し
て
い

る
。
主
農
家
を
主
体
と
す
る
と

13.8
％
と
な
る
。
ま
た
人
員
的
に

は
全
農
家
の
24
％
に
な
る
。

品
目
横
断
的
経
営
安
定

対
策
に
よ
っ
て
経
営
の
安

定
に
市
と
し
て
の
援
助
、
ま
た

生
産
者
団
体
に
任
せ
る
こ
と
で

価
格
安
定
が
図
ら
れ
る
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
品
目

横
断
的
経
営
安
定
対
策

は
、担
い
手
経
営
を
安
定
さ
せ
、

担
い
手
を
育
成
さ
せ
て
い
く
。

市
は
、
Ｊ
Ａ
、
農
業
者
と
合
意

形
成
を
し
、
５
年
後
10
年
後
に

備
え
た
農
業
づ
く
り
に
し
て
い

き
た
い
。認

定
農
業
者
と
集
落
営

農
か
ら
外
れ
た
人
達
へ
の

市
の
援
助
は
ど
う
か
。

（
市
長
）
国
の
農
政
は
万

全
か
と
い
う
と
、
不
満
は

あ
る
。
我
々
は
農
業
者
と
と
も

に
努
力
し
な
が
ら
一
つ
一
つ
問

題
を
提
起
し
て
い
た
だ
き
、
市

は
有
効
な
支
援
が
で
き
る
か
ど

う
か
現
状
で
は
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
。

（
産
業
観
光
部
長
）
農
業

者
と
十
分
な
合
意
形
成
が

図
ら
れ
た
な
か
で
進
め
て
い

く
。市

は
、
合
意
形
成
の
な
か
で

生
産
者
、
Ｊ
Ａ
各
々
の
リ
ス
ク

を
決
め
な
い
と
支
援
も
考
え
ら

れ
な
い
。
ま
た
、
20
~
に
な
ら

な
い
集
落
の
人
達
の
対
策
は
、

産
地
づ
く
り
で
振
興
作
物
の
振

興
と
か
、
集
落
に
支
援
を
す
る

話
し
合
い
や
合
意
形
成
な
ど
と

い
う
相
談
業
務
に
乗
り
、
進
め

た
い
。

田
園
都
市
を
守
る
農

業
、
市
と
し
て
な
に
か
施

策
が
必
要
と
思
う
が
、ど
う
か
。

（
市
長
）
市
と
し
て
も
、

段
階
的
に
農
業
を
守
る
た

め
に
適
時
判
断
し
な
が
ら
積
極

的
に
関
わ
っ
て
い
く
。
非
農
家

の
皆
さ
ん
に
も
、
ご
理
解
・
ご

支
援
を
頂
く
段
階
も
来
る
だ
ろ

う
と
思
う
。

介
護
保
険
に
つ
い
て

介
護
保
険
も
10
月
に
改

正
さ
れ
、
負
担
が
多
く
な

り
施
設
か
ら
退
所
す
る
人
、
在

宅
で
は
時
間
の
短
縮
に
よ
り
不

便
を
感
じ
て
い
る
人
も
い
る
。

こ
う
い
っ
た
状
況
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
介
護

保
険
制
度
が
で
き
て
か
ら

低
所
得
者
の
方
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
な
り
の
施
策
が
で
き
て
い

る
。こ

の
制
度
の
中
で
問
題
が
出

て
き
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
制

度
そ
の
も
の
に
欠
陥
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
国
の
制
度
を
改

正
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
。

公
民
館
利
用
と
減
免
、
農
業
問
題
、
介
護
保
険
に
つ
い
て
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安
曇
野
市
観
光
の
基
本

的
な
考
え
方
及
び
観
光
地

域
づ
く
り
実
践
プ
ラ
ン
の
位
置

付
け
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。
ま

た
安
曇
野
の
原
風
景
を
は
じ

め
、
芸
術
や
伝
統
文
化
、
風
土

を
安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
の
誇
り
に

し
、
観
光
客
を
気
軽
に
も
て
な

す
魅
力
あ
る
受
け
入
れ
態
勢
や

意
識
づ
く
り
を
目
指
し
、
住
民

と
行
政
の
協
働
し
た
観
光
客
受

け
入
れ
の
基
盤
整
備
が
急
務
と

思
う
が
ど
う
か
。

さ
ら
に
国
営
公
園
堀
金
地
区

入
り
口
か
ら
松
川
村
境
ま
で

の
、
通
称
山
麓
線
の
歩
道
及
び

街
路
灯
の
整
備
に
つ
い
て
、
地

域
住
民
や
観
光
客
の
安
全
性
確

保
の
う
え
か
ら
も
緊
急
を
要
す

る
と
思
う
が
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

（
市
長
）
安
曇
野
市
観
光

行
政
の
柱
を
ど
の
よ
う
に

構
築
し
て
い
く
の
か
早
急
に
提

言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
創
り
上

げ
る
。
ま
た
観
光
客
受
け
入
れ

に
あ
た
っ
て
ソ
フ
ト
面
に
大
き

な
課
題
を
持
っ
て
い
る
が
、
観

光
地
域
づ
く
り
実
践
プ
ラ
ン
な

ど
を
通
じ
検
討
を
進
め
る
。

国
営
公
園
周
辺
道
路
整
備
に

つ
い
て
は
、
県
道
移
管
を
お
願

い
し
早
期
整
備
に
努
め
る
。

（
産
業
観
光
部
長
）
観
光

資
源
の
継
続
的
活
用
、
個

性
あ
る
地
域
づ
く
り
、
幅
広
い

観
光
交
流
の
推
進
を
は
か
り
、

観
光
地
域
づ
く
り
実
践
プ
ラ
ン

の
テ
ー
マ
を
達
成
し
て
い
く
。

ハ
ー
ド
事
業
は
こ
れ
か
ら
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
成
し
て
い
く
が
、

道
路
案
内
サ
イ
ン
、
歩
道
、
公

園
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

が
優
先
配
分
さ
れ
る
。

夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
開
設
を

10
万
市
民
の
夜
間
診
療

体
制
は
十
分
と
は
言
え
な

い
。
小
児
科
・
内
科
の
夜
間
急

病
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
よ
る
診

療
体
制
の
確
立
を
し
た
ら
ど
う

か
。（

市
長
）
夜
間
救
急
に
つ

い
て
は
体
制
を
早
く
つ
く

り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
民
に
と
っ
て
も
必
要
な
こ
と

で
あ
り
、
小
児
科
・
内
科
夜
間

急
病
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け
て

安
曇
野
市
医
師
会
と
協
議
を
進

め
る
。

農
政
転
換
具
体
化
の
促
進
を

農
業
農
村
の
現
実
は
総

崩
れ
し
か
ね
な
い
危
機
感

が
あ
る
な
か
で
、
品
目
横
断
的

経
営
安
定
対
策
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
促
進
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
市
の
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

ま
た
、
19
年
産
か
ら
始
ま
る
米

対
策
が
全
市
一
体
的
取
り
組
み

と
な
る
が
、
営
農
支
援
セ
ン
タ

ー
及
び
水
田
農
業
推
進
協
議
会

の
組
織
体
制
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。（

市
長
）
品
目
横
断
的
経

営
安
定
対
策
の
受
け
入
れ

に
市
は
努
力
す
る
。
農
業
は
市

の
基
幹
産
業
で
あ
る
の
で
、
現

場
実
態
を
把
握
し
集
落
営
農
を

中
心
に
農
業
者
育
成
に
努
め

る
。（

産
業
観
光
部
長
）
集
落

営
農
組
織
へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、
現
在
14
組
織
を

推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
経
営

面
積
４
~
以
上
の
担
い
手
要
件

を
ク
リ
ア
ー
し
て
い
る
認
定
農

業
者
83
人
（
法
人
含
む
）
に
つ

い
て
も
本
対
策
へ
の
加
入
を
図

る
。
市
の
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

は
７
月
設
立
を
し
、
水
田
農
業

推
進
協
議
会
も
今
秋
ま
で
に
は

立
ち
上
げ
る
。

安
曇
野
観
光
行
政
の
基
本
的
考
え
方
は

藤
　
原
　
廣
　
M

議
員

�

�

�

� ��

� �

�
�
�

�
�
�



安曇野市議会だより第３号 AZUMINO CITY ASSEMBLY NEWS  2006.8.15（13）

一
日
も
早
い
夜
間
急
病

セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
。

（
市
長
）
小
児
科
、
内
科

の
診
療
を
行
な
う
、
夜
間

急
病
セ
ン
タ
ー
開
設
に
向
け
、

安
曇
野
医
師
会
と
協
議
を
し
て

い
る
。

医
療
・
命
と
健
康
を
守
る

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
の
開
催
を
！

市
が
、
医
師
会
、
安
曇

野
赤
十
字
病
院
、
子
ど
も

病
院
、
健
康
福
祉
関
係
な
ど
に

呼
び
か
け
、
安
曇
野
10
万
の
医

療
体
系
、
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
つ
く
る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ

ウ
ム
の
開
催
を
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
会
議

を
持
ち
、
今
後
の
地
域
医

療
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

安
曇
野
赤
十
字
病
院
産

婦
人
科
医
師
確
保
と
安
曇

野
赤
十
字
病
院
建
設
支
援
検
討

委
員
会
の
役
目
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
県
市

長
会
で
取
り
上
げ
全
国
の

市
会
へ
提
案
。
長
野
県
人
会
連

合
会
へ
医
師
確
保
で
情
報
提
供

依
頼
。
今
ま
で
以
上
に
市
民
の

気
持
ち
を
つ
な
げ
て
い
く
。

（
企
画
財
政
部
長
）
安
曇

野
赤
十
字
病
院
建
設
支
援

検
討
委
員
会
は
、
市
と
し
て
の

支
援
を
検
討
す
る
付
属
機
関
で

あ
る
。
市
民
の
声
、
要
望
を
病

院
に
伝
え
、
建
設
の
基
本
設
計

に
反
映
さ
せ
て
い
く
。
建
設
資

金
を
含
め
検
討
。
来
院
者
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
反
映
さ
せ
る
。

市
職
員
は
10
万
市
民
の

財
産
、
命
綱
で
も
あ
る
。

職
員
の
健
康
管
理
、
休
暇
の
確

保
、
メ
ン
タ
ル
相
談
室
、
長
時

間
労
働
、
臨
時
職
の
対
応
は
。

夜
遅
く
女
性
職
員
が
暗
い
駐
車

場
へ
行
く
問
題
は
。

（
市
長
）
定
数
管
理
、
人

件
費
の
管
理
で
今
後
一
層

厳
し
さ
を
増
す
。
職
員
の
精
神

面
で
の
健
康
管
理
に
十
分
配
慮

す
る
。
仕
事
上
の
最
終
の
責
任

は
市
長
に
あ
る
。

（
総
務
部
長
）
長
野
県
の

市
町
村
職
員
互
助
会
の
メ

ン
タ
ル
相
談
室
を
利
用
す
る
。

市
独
自
の
メ
ン
タ
ル
相
談
会
も

準
備
中
で
あ
る
。
労
働
安
全
衛

生
委
員
会
の
開
催
を
し
て
い

く
。

認
知
症
徘
徊
対
策
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
徘
徊

高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
探
索
機
器
の
購
入

の
５，
０
０
０
円
助
成
、
行
方

不
明
機
器
利
用
料
１
件
５，
０

０
０
円
助
成
が
あ
る
。
高
齢
者

虐
待
防
止
法
で
は
、
発
見
者
は

市
町
村
に
通
報
義
務
が
あ
り
、

市
町
村
は
立
ち
入
り
調
査
質
問

が
で
き
る
。
市
町
村
は
第
一
義

的
に
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ

た
。
防
止
、
早
期
発
見
、
早
期

対
応
の
窓
口
と
し
て
、
相
談
助

言
指
導
を
総
合
支
所
地
域
支
援

包
括
セ
ン
タ
ー
を
創
設
し
て
い

る
。
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
必
要
で
あ
り
、
適
切
な

対
応
を
し
て
い
く
。

（
企
画
財
政
部
長
）
緊
急

通
報
、
防
災
行
政
無
線
は

各
支
所
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
。

子
育
て
支
援

地
域
、
学
校
、
行
政
の

子
ど
も
を
守
る
活
動
へ
の

関
わ
り
は
。
子
ど
も
を
虐
待
か

ら
守
る
対
策
と
子
ど
も
を
犯
罪

か
ら
守
る
地
域
力
が
必
要
だ

が
、
対
策
は
。

（
健
康
福
祉
部
長
）
家
庭

児
童
福
祉
に
関
す
る
専
門

相
談
、
指
導
強
化
の
た
め
福
祉

事
務
所
に
家
庭
児
童
相
談
室
を

設
置
。
虐
待
に
関
す
る
早
期
発

見
の
た
め
、保
育
園
や
小
学
校
、

警
察
な
ど
と
の
連
携
を
は
か

り
、
要
保
護
児
童
等
対
策
協
議

会
設
置
に
向
け
進
め
て
い
る
。

（
教
育
長
）
地
域
の
自
主

的
な
通
学
路
の
パ
ト
ロ
ー

ル
、
見
守
り
、
声
か
け
活
動
、

青
パ
ト
運
転
な
ど
で
、
子
ど
も

た
ち
の
安
心
に
つ
な
げ
て
い

く
。

10
万
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
開
設
を
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子
ど
も
を
取
り
巻
く
悲

惨
な
事
故
は
、
後
を
絶
た

な
い
。
安
曇
野
も
、
平
穏
と
は

言
い
切
れ
な
い
が
い
か
が
か
。

（
市
長
）
大
人
の
社
会
の

影
響
を
受
け
、
子
ど
も
た

ち
は
大
変
気
の
毒
な
状
況
で
あ

る
。
地
方
自
治
、
地
域
に
と
っ

て
も
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
こ

と
は
、
既
に
論
じ
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
に
、
夢
と

希
望
と
感
動
を
与
え
る
こ

と
が
大
切
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

た
め
に
も
、
施
設
の
充
実
が
必

要
で
は
な
い
か
。
野
球
専
用
の

グ
ラ
ン
ド
等
。

（
市
長
）
安
曇
野
市
に
は
、

野
球
場
、
総
合
陸
上
競
技

場
と
い
っ
た
も
の
が
な
い
。
し

か
し
、
大
型
の
建
設
事
業
で
あ

り
、
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
安

曇
野
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
中

で
考
え
て
い
く
。
当
面
は
、
既

存
の
施
設
を
有
効
活
用
し
、
青

少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
地
域

間
の
交
流
を
図
っ
て
参
り
た

い
。

家
庭
と
学
校
と
地
域
の

関
わ
り
に
つ
い
て
、
悲
惨

な
事
件
の
背
景
に
は
、
家
庭
に

も
問
題
が
あ
る
が
、
学
校
で
は

家
庭
と
の
連
携
は
ど
の
よ
う
に

さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
通
学

路
の
安
全
再
確
認
は
し
て
い
る

か
。（

教
育
長
）
問
題
を
抱
え

て
い
る
子
ど
も
に
つ
い
て

は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
も
あ

る
が
、
学
校
側
と
し
て
は
、
で

き
る
と
こ
ろ
ま
で
入
っ
て
い

る
。
民
生
児
童
委
員
と
も
相
談

を
持
ち
、
個
々
の
子
ど
も
の
こ

と
ま
で
検
討
を
し
て
い
る
。
通

学
路
の
安
全
再
確
認
は
、
昨
年

12
月
、
各
学
校
で
危
険
箇
所
の

調
査
を
行
っ
た
が
、
今
回
、
全

市
の
17
校
統
一
様
式
と
地
図
に

よ
り
作
成
し
、
一
層
の
安
全
確

保
に
努
め
て
い
る
。

児
童
館
の
早
期
実
現
に

つ
い
て
、
交
流
学
習
セ
ン

タ
ー
施
設
検
討
委
員
会
で
は
、

中
央
図
書
館
建
設
の
結
論
が
出

さ
れ
た
。「
明
科
を
除
く
地
域

に
つ
い
て
は
、
新
設
す
る
場
所

も
、
こ
れ
か
ら
の
議
論
と
す

る
。」
と
報
道
さ
れ
た
。
三
郷

の
児
童
館
は
い
つ
に
な
っ
た
ら

実
現
す
る
の
か
。

（
教
育
長
）
検
討
委
員
会

で
は
、
児
童
館
の
空
白
地

帯
で
あ
る
三
郷
地
域
に
、
相
当

の
児
童
館
施
設
が
必
要
だ
と
、

健
康
福
祉
部
か
ら
説
明
を
受
け

た
。
一
刻
も
早
く
希
望
に
か
な

う
形
で
つ
く
ら
れ
る
よ
う
、
庁

内
で
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

土
地
利
用
の
検
討
に
つ
い
て

三
郷
地
域
の
商
業
ゾ
ー
ン

旧
三
郷
村
は
昭
和
58
年

に
、
現
在
の
エ
ル
サ
安
曇

野
周
辺
か
ら
、
大
規
模
農
道
沿

い
に
商
業
ゾ
ー
ン
の
構
想
が
立

て
ら
れ
て
き
た
。
梓
川
地
域
か

ら
商
業
圏
が
延
び
て
き
て
い

る
。
今
後
三
郷
地
域
の
商
業
活

性
化
の
た
め
土
地
の
有
効
利
用

等
も
考
慮
し
進
め
て
も
ら
い
た

い
が
。

（
都
市
建
設
部
長
）
平
成

13
年
第
４
次
三
郷
村
総
合

計
画
の
土
地
利
用
構
想
の
中
で

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
県
圃

場
整
備
事
業
等
で
現
段
階
で
は

農
振
除
外
、
あ
る
い
は
、
農
地

転
用
は
不
可
能
だ
が
、
梓
川
地

域
か
ら
か
な
り
の
開
発
圧
力
が

あ
る
。
今
後
、
土
地
利
用
検
討

の
中
で
、
旧
三
郷
村
の
構
想
を

ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
け
る

か
、
全
市
的
な
視
点
か
ら
検
討

し
て
参
り
た
い
と
考
え
る
。

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
「
夢
と
希
望
と
感
動
を
」
施
設
の
充
実

高
　
山
　
喬
　
樹

議
員
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４
月
１
日
か
ら
消
防
団

の
再
編
成
を
し
、
39
分
団

を
16
分
団
に
統
合
し
た
。
目
的

や
ね
ら
い
に
つ
い
て
伺
う
。

（
市
長
）
松
本
広
域
連
合

で
常
備
消
防
を
持
っ
て
い

る
が
十
分
で
は
な
い
。
従
来
か

ら
地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め

に
活
躍
い
た
だ
い
た
消
防
団
の

組
織
は
住
民
に
安
心
感
を
与
え

て
お
り
、
火
災
発
生
の
他
に
水

害
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
等
ご

苦
労
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後

も
連
携
を
取
り
な
が
ら
支
援
し

て
い
き
た
い
。

防
火
水
槽
、
消
火
栓
等

の
整
備
状
況
は
。

（
総
務
部
長
）
防
火
に
必

要
な
水
利
施
設
は
、
市
町

村
が
設
置
し
維
持
管
理
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
充
足
率
に

つ
い
て
は
満
た
さ
れ
な
い
地
域

が
多
く
、
自
然
の
水
利
に
頼
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
今

後
は
現
在
あ
る
も
の
を
点
検
し

つ
つ
計
画
的
に
整
備
す
る
必
要

が
あ
る
。
小
倉
地
域
は
消
防
水

利
の
基
準
は
満
た
し
て
い
る

が
、
長
時
間
の
火
災
と
な
る
と

河
川
の
水
が
必
要
に
な
る
。

冬
な
ど
河
川
の
水
が
一

滴
も
流
れ
な
い
時
期
が
あ

る
が
。

（
総
務
部
長
）
用
水
等
は
、

管
理
者
と
話
し
合
い
、
常

時
流
し
て
い
た
だ
く
よ
う
な
手

配
を
し
て
い
き
た
い
。

三
郷
、
堀
金
地
域
に
は

指
揮
車
と
可
搬
ポ
ン
プ
の

配
置
が
な
い
が
。

（
総
務
部
長
）
現
場
指
揮

に
つ
い
て
は
消
防
署
長
か

ら
団
長
を
通
じ
て
行
わ
れ
、
指

揮
車
両
は
各
消
防
署
に
配
置
さ

れ
て
い
る
。
可
搬
ポ
ン
プ
の
配

置
等
も
再
点
検
し
な
が
ら
検
討

し
た
い
と
思
う
。

防
火
水
槽
、
消
火
栓
の

位
置
を
地
図
に
落
と
し
、

地
区
公
民
館
等
に
張
り
出
し

て
、
地
域
住
民
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
防
火
、
防
災
の
啓
発
等

に
役
立
て
た
ら
い
か
が
か
。

（
総
務
部
長
）
貴
重
な
提

言
で
あ
り
検
討
し
た
い
。

女
性
消
防
隊
の
組
織
、

任
務
に
つ
い
て
は
。

（
総
務
部
長
）
豊
科
地
区

の
み
に
あ
っ
た
が
、
新
た

に
16
人
入
団
し
て
28
人
の
全
市

的
組
織
に
な
っ
た
。
女
性
な
ら

で
は
の
人
へ
の
接
し
方
と
気
配

り
で
市
内
の
巡
回
、
特
に
高
齢

者
な
ど
安
全
に
配
慮
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
火

災
予
防
活
動
、
救
急
講
習
等
の

指
導
も
お
願
い
し
て
い
き
た

い
。

公
共
施
設
の

入
浴
券
に
つ
い
て

市
内
の
７
施
設
が
指
定

さ
れ
た
。
高
齢
者
、
障
害

者
が
対
象
で
あ
る
。
安
全
面
で

の
確
認
は
さ
れ
て
い
る
か
。
フ

ァ
イ
ン
ビ
ュ
ー
室
山
の
ジ
ャ
グ

ジ
ー
風
呂
は
、
階
段
を
増
や
し

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
る

が
。（

産
業
観
光
部
長
）
フ
ァ

イ
ン
ビ
ュ
ー
室
山
に
つ
い

て
は
、
安
全
、
安
心
を
再
度
点

検
し
て
、
高
齢
者
等
の
不
都
合

の
点
に
関
し
て
早
急
に
対
応
す

る
。
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
施

設
の
安
全
性
と
い
う
な
か
で
、

点
検
す
る
よ
う
指
示
を
出
し
て

い
き
た
い
。

防
火
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

平
　
林
　
M

子

議
員
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集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
対

し
て
の
市
長
の
考
え
、
方

針
、
思
い
入
れ
は
。

（
市
長
）
基
本
理
念
は
簡

素
で
効
率
的
に
行
政
シ
ス

テ
ム
を
ど
う
確
立
し
て
い
く
か

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
行
政
運
営
シ
ス

テ
ム
の
確
立
が
基
本
と
な
る
。

こ
れ
を
具
現
化
す
る
た
め
の
基

本
方
針
と
し
て
、
市
民
と
の
協

働
、
市
民
参
加
の
で
き
る
市
政

の
実
現
、
ま
た
市
民
志
向
の
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
ス

リ
ム
で
時
代
の
変
化
、
そ
の

時
々
に
し
っ
か
り
と
対
応
で
き

る
柔
軟
な
行
財
政
を
持
っ
て
い

る
か
で
あ
る
。
市
民
の
理
解
と

支
援
を
得
な
が
ら
、
こ
の
プ
ラ

ン
は
実
行
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

職
員
提
案
制
度
と
住
民

か
ら
の
意
見
の
募
集
の
概

要
は
。

（
総
務
部
長
）
職
員
か
ら

は
25
件
、
住
民
か
ら
は
18

件
の
提
案
が
あ
り
、
内
容
は
今

後
検
討
し
、
公
開
で
き
る
も
の

は
公
開
し
て
い
く
。

行
政
改
革
推
進
委
員
会

に
お
い
て
、
７
回
の
開
催

回
数
と
８
月
末
に
は
答
申
を
出

す
予
定
で
あ
る
が
、
こ
の
日
程

と
時
間
で
で
き
る
の
か
。
ま
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
の
役

割
分
担
は
。

（
総
務
部
長
）
行
政
の
取

り
組
ん
で
い
く
方
向
に
間

違
い
が
な
い
か
を
審
議
す
る
委

員
会
で
あ
り
、
引
き
続
き
議
論

が
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
は
平
行

し
て
議
論
を
進
め
る
よ
う
に
な

る
。

人
材
育
成
基
本
方
針
の

内
容
と
進
捗
状
況
は
。

（
総
務
部
長
）
行
革
委
員

会
に
、
求
め
ら
れ
る
職
員

像
と
し
て
の
資
料
提
出
を
お
願

い
し
て
い
る
。
安
曇
野
市
ま
ち

づ
く
り
計
画
推
進
に
は
ど
の
よ

う
な
人
材
が
必
要
か
を
明
示

し
、
育
成
し
て
い
く
か
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

安
曇
野
市
で
83
あ
る
自

治
組
織
、
い
わ
ゆ
る
「
区
」

は
市
民
と
行
政
の
接
点
で
あ

り
、
住
民
と
行
政
の
協
働
の
基

礎
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
思

う
が
、
行
政
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
市
と

区
は
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
考
え
て
い
る
。
現
在
市
は
文

書
配
布
等
を
区
に
お
願
い
を
し

て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
補

助
金
、
交
付
金
の
形
の
な
か
で

お
支
払
い
し
て
い
る
。

来
年
４
月
か
ら
地
方
自

治
法
の
改
正
で
助
役
と
収

入
役
が
廃
止
に
な
り
、
そ
れ
ぞ

れ
副
市
長
と
会
計
管
理
者
を
置

く
こ
と
に
な
る
。
副
市
長
の
定

数
を
あ
わ
せ
て
市
長
の
考
え

は
。（

市
長
）
副
市
長
２
人
制

を
と
っ
て
い
く
の
が
、
よ

い
と
思
っ
て
い
る
。
副
市
長
へ

の
権
限
の
委
任
に
つ
い
て
も
、

し
っ
か
り
熟
慮
し
て
対
応
し
て

い
き
た
い
。

行
政
の
業
務
を
公
開

し
、
民
間
に
委
託
で
き
る

も
の
は
委
託
す
る
「
提
案
型
公

共
サ
ー
ビ
ス
民
営
化
制
度
」
を

採
り
入
れ
る
考
え
は
あ
る
か
。

（
総
務
部
長
）
行
革
の
基

本
理
念
、
基
本
方
針
に
基

づ
い
て
今
後
検
討
す
る
事
項
と

思
う
が
、
今
は
答
弁
は
で
き
な

い
。

各
種
委
員
会
、
審
議
会

が
あ
る
が
そ
こ
で
出
さ
れ

た
答
申
を
行
政
は
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
、
ど
の
よ
う
に
反
映

し
て
い
く
か
の
基
本
的
考
え

は
。（

市
長
）
委
員
会
、
審
議

会
で
出
さ
れ
た
提
言
は
尊

重
す
る
が
、
政
策
形
成
の
過
程

の
な
か
で
、
政
策
判
断
の
一
つ

に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

各
種
委
員
会
、
審
議
会

の
委
員
は
広
く
公
開
し
、

委
員
に
市
民
の
意
見
を
託
せ
る

よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
公
開

に
関
す
る
基
準
を
含
め

て
、
今
後
検
討
す
る
。

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
現
状
と
今
後

松
　
尾
　
　
　
宏

議
員
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①
今
日
の
地
方
自
治
が
置

か
れ
て
い
る
時
代
を
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

地
方
分
権
下
、
協
働
の
構

築
は
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か

し
協
働
に
よ
る
自
治
体
運
営

の
経
験
が
な
い
。
協
働
の
仕

組
み
の
形
成
に
あ
た
っ
て
は
、

行
政
か
ら
市
民
へ
の
働
き
か

け
が
必
要
。
ま
た
小
さ
な
政

府
を
目
指
す
国
策
が
あ
り
、

財
源
縮
減
の
な
か
、
市
民
の

英
知
を
結
集
す
る
必
要
が
あ

る
と
捉
え
る
が
。

②
市
長
の
言
う
「
新
し
い
公

共
空
間
の
形
成
」
に
あ
た
っ

て
は
、
地
方
自
治
の
あ
り
方

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

市
民
、
職
員
共
々
、
中
央

集
権
の
下
に
醸
成
さ
れ
た
自

治
意
識
の
構
造
か
ら
脱
却
を

図
り
、
新
し
い
地
方
分
権
の

下
に
よ
る
地
方
自
治
意
識
の

構
造
（「
地
域
づ
く
り
」「
ま

ち
づ
く
り
」
は
「
市
民
自
ら

の
意
思
で
」「
自
ら
の
手
で
」

自
治
体
運
営
が
で
き
る
構
造
）

を
創
出
す
る
必
要
が
あ
る
と

捉
え
る
が
。

③
協
働
の
下
に
よ
る
行
政

（
執
行
機
関
）、
議
会
（
意
思

決
定
機
関
）、
市
民
（
主
権
在

民
）
の
関
係
を
基
本
的
に
ど

う
位
置
づ
け
る
か
、
考
え
は
。

「
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
」「
あ

ら
ゆ
る
場
面
で
」
市
民
の
意

思
が
反
映
で
き
る
受
け
皿
と

実
行
で
き
る
構
造
な
い
し
シ

ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
、
そ
の

市
民
の
意
思
は
尊
重
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し

執
行
と
意
思
決
定
は
付
託
を

受
け
た
行
政
と
議
会
に
あ
り
、

責
務
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
捉
え
る
が
。

時
間
を
か
け
協
働
を
構
築

（
市
長
）
大
変
大
き
な
問

題
で
あ
り
、
基
本
的
な
こ

と
で
あ
る
。
地
方
自
治
に
つ

い
て
の
意
見
・
提
言
は
、
私

の
考
え
と
98
％
く
ら
い
重
な

っ
て
い
る
。
自
治
体
運
営
を

持
続
可
能
に
し
て
い
く
た
め

に
は
、
公
共
を
行
政
の
み
に

よ
っ
て
担
う
と
い
う
考
え
方

か
ら
脱
却
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な

主
体
が
自
治
体
と
協
働
し
て

公
共
を
担
う
（
新
し
い
公
共

空
間
）
が
、
現
在
の
自
治
体

運
営
の
基
本
理
念
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。
住
民
の
方
々

が
参
加
を
い
た
だ
く
協
働
に

は
、
単
な
る
意
見
陳
述
だ
け

で
な
く
、
一
定
の
義
務
も
含

ま
れ
て
い
る
と
思
う
。
明
確

に
わ
か
り
や
す
く
確
立
し
て

い
く
こ
と
は
、
難
し
い
と
感

じ
て
い
る
が
、
時
間
を
か
け

て
協
働
を
構
築
し
て
い
き
た

い
。

①
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

議
に
、
区
域
の
協
働
の
仕

組
み
を
つ
く
る
発
信
基
地
の

役
割
を
求
め
た
い
が
。

②
市
と
地
区
自
治
区
の
関

係
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ

り
は
し
な
い
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
①
地

域
の
課
題
を
見
出
し
て
解

決
を
図
る
機
能
を
持
つ
機
関

と
し
て
設
置
し
た
い
。
市
は
、

行
政
主
導
・
押
し
付
け
で
な

い
提
言
提
示
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。

②
市
と
区
は
対
等
な
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
連
携
し
補
完

し
合
う
関
係
に
あ
る
と
考
え

る
。
互
い
の
持
分
に
つ
い
て
、

区
長
会
連
絡
会
で
論
議
を
進

め
る
。

公
民
館
は
、
協
働
の
取

り
組
み
を
し
て
き
た
と
捉

え
る
。
今
後
も
力
を
入
れ
て

欲
し
い
が
。

（
教
育
委
員
長
）
協
働
が

芽
生
え
て
く
る
と
き
、
最

も
頼
り
に
な
る
の
が
公
民
館

で
あ
り
、
ま
た
地
区
公
民
館

の
活
動
こ
そ
、
協
働
の
現
場

で
あ
る
と
考
え
る
の
で
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。

公
募
に
よ
ら
な
い
で
指

定
管
理
者
に
指
定
を
し
た

任
意
団
体
へ
の
対
応
は
。

（
産
業
観
光
部
長
）
任
意

団
体
が
自
覚
を
持
っ
た
取

り
組
み
に
対
し
支
援
を
し
て

い
く
。

市
民
と
行
政
と
の
協
働
の
構
築
に
つ
い
て
伺
う

西
　
澤
　
韶
　
修

議
員

�

��

�

�

�

★定定定定期期期期総総総総会会会会
全国市議会議長会定期総会が、本年５月24日各市議
会議長及び関係者約1600人参集のもとに、東京日比谷
公会堂にて開催された。
冒頭、挨拶に立った国松会長(藤沢市議会議長)は、

三位一体改革について「真の地方分権型社会を勝ち取
るため、第2期改革に向け働きかけをしていく」、議会
制度改革については「更なる改革を要望する」と強く
述べた。
来賓として臨席を頂いた衆参両院議長、総務大臣か
らは「市町村合併及び、地方自治法の改正等により、
市議会は新たな責任と役割を担うこととなった。住民
福祉の向上に向けた取り組みを期待する」などの祝辞
があった。
市制を施行した安曇野市を始めとする132市の紹介

や表彰等のセレモニーの後、議題の審議に入った。
会長提出、真の地方自治の確立を求め「地方分権改
革推進に関する決議」を採択、全国各地域ブロック別
による８部会から提出された要望議案22件を、原案通
り可決をした。
★天天天天皇皇皇皇陛陛陛陛下下下下拝拝拝拝謁謁謁謁
定期総会の一環の行事として、総会に参集した全国
市議会議長は、翌5月25日皇居豊明殿にて、天皇陛下
の拝謁を賜わりました。
市議会議長を代表して国松会長から「私たち地方自
治体は、地方分権の理念を踏まえ、地域の文化や歴史

を尊重しながら、活力ある地域社会を創造していくこ
とが、我が国の健全な発展につながるものと確信し、
地方自治の確立と住民生活の向上のため、全力を挙げ
る決意であります」と陛下に言上をしました。
天皇陛下からは「地方自治のために尽力しておられ
ることを、真にご苦労に思います。それぞれの市には、
合併の苦労をはじめ、さまざまな問題があることと察
せられますが、皆さんの努力により、良い方向に進ん
でいくことを願っております。どうかくれぐれも身体
を大切にされ今後とも市民のため、またそれぞれの地
域の発展のために、力をつくされるよう願っていま
す。」との御言葉を賜りました。
市民の信託に応えるべく、郷土安曇野市の更なる発
展に、一層力を傾注していかなければと、決意を新た
にした次第です。

議長　水　谷　嘉　明

��

第82回全国市議会議長会定期総会と天皇陛下拝謁

全国市議会議長会定期総会
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総 務 委 員 会

◆平成18年度一般会計補正予算

○まちづくり推進事業　穂高地域豊里区の太鼓助成（県コミュニティ助成事業）

○国際交流友好事業　クラムザッハ町（オーストリア）

とサースフェー村（スイス）との交流調査等を主体と

した総額490万円の補正を審査。

◆安曇野市特別職の職員等の給与に関する条例の一部を

改正する条例

◆安曇野市職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一

部を改正する条例

◆室山アグリパーク条例の一部を改正する条例

◆公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市有明

会館等）（安曇野市有明会館、安曇野市西穂高会館）

説明　有明会館と西穂高会館については、それぞれ１階

がJAの支所となっている。建設当初からJAに管理をお願いしているので、指定管理者としたい。

◆公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市離山会館）

説明 離山会館（穂高・牧）は、国営公園の関係で条件整備した経緯がある。当初から地域の皆さんが管理委

員会を組織し管理している。管理委員会を指定管理者としたい。

現在の利用状況はどうか。

主に踊り、習字、集会等で150件程度の利用である。

◆委員会室から

◯連日のように市民生活に不安を与えるニュースが伝えられているが、今度はエレベータである。市の状況は

どうか。……早速、市所有施設について調査した。15基のエレベータが稼働中であるが、問題のシンドラー

社製のものはない。今のところトラブル等の報告もない。

◯去る６月11日に行われた「NHKのど自慢」。については、市民の反響はどうか。……観客からは好評で、ホ

ッとしている。市としては、観客が安全に会場に入っていただくまでが仕事であった。事前に他会場の見学

や駐車場対策、会場設営等大変であったが、職員130人余りを動員し無事に終わることができた。

◆活動報告

５月26日、安曇野警察署において第2回意見交換会を行い、治安情勢や交通事故の状況報告を聞いた。また、

最近は外国人の犯罪が多発しているとのことであるが、啓発活動の強化が必要と痛感した。

○刑法犯

認知件数は減少しているものの街頭犯罪は横ばい状態である。街頭犯罪では、車上狙いと自販機狙いが減少

しているが、自転車盗、器物損壊等が増えている。

○少年非行

非行少年の中で67.6％が初発型で、68％は万引きである。また、62.2％は高校生である。

○交通事故

高齢者による事故が増えている。また、交差点における出会い頭の事故が依然として多い状況である。

A

Q

H17.8月　旧豊科町のクラムザッハ訪問
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環境経済委員会

◆安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について

法の改正に基づいての条例改正と思うが、控除が２年だけで３年目からなくなる。果たしてこれでよい

のか。
国の税制改正により、公的年金控除が今まで140万円だったのが120万円に下げられた。単純に計算すると

20万円所得が増えたことになる。それによって、公的年金所得者の課税が高くなるので、段階的に18年、19年

度の２年に分け緩和措置をするもの。また、低所得者の皆さんに対しては７割、５割、２割の軽減措置がある。

◆平成18年度一般会計補正予算について

穂高広域施設組合のバイオマス実験事業の補正について、19年１月から生ごみの分別収集が一部の地区

で開始されるがどこの地区で行うのか、実験事業の内容とこれからの予定は。
17年度から穂高広域施設組合でバイオマスエネルギー地域システム実験事業は始まっており、このうち

一般家庭の生ゴミ等収集に関わる事業の委託を受けての補正。17年から22年３月まで５年間実験するもの。本

年度は実験プラント建設をこの12月までにし、１月から量を調整しながら生ごみ等を投入して実験が始まる。

実験の報告を受けるなかで今後については、検討される。生ゴミ等の収集世帯数は6,000世帯を予定、穂高地域

で3,000世帯、豊科地域で3,000世帯ということで現在検討中。
しゃくなげ荘整備検討事業について今回補正で出されたが検討委員は何人か、市外の人も含むのか。ま

た、どのようなことを検討するのか。
委員は７人計画しており市外の人も含まれる。具体的にはこれから決めていく。検討内容については旧

穂高町からの計画であるので、実施方針が適正か、安曇野市全体から見てどうか等見直しを進める。

◆公の施設の指定管理者の指定について

指定管理者の責任と市の責任について、また、指定の内容は。

施設の管理運営は指定管理者が責任を持って行う。しかし全てを負うものではない。指定のときの協定

書のなかでリスクについてうたってあり当然市としての責任も最終的にはある。今回基本的には公募であるが、

今まで委託してきた経過を十分精査したなかで公募しない箇所もある。収益性のないものについては指定管理

料を支払って運営する施設もある。協定書は年度ごとの協定となるが、指定期間については今回18年９月１日

より21年３月31日の２年７カ月となっている。

※写真はいずれも指定管理者が決定した施設

◆委員会視察

北沢財産区の林道、明科（上押野）天王原、明科松くい虫被害、塔の原地すべり地区

A

Q

A

Q

A

Q

A

Q

安曇野市天蚕センター 生涯学習でも活用されている長峰山森林体験交流センター
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福祉教育委員会

◯健康福祉部所管
一般会計の補正予算、指定管理者の議案９件、請願５件、継続の請願２件、陳情２件。
補正予算の案件は主に指定管理者制度導入に伴うもので、その他は３月予算編成に間に合わなかった案件、
県の事業で見直す案件であった。

◆指定管理者の指定で主だったもの
指定管理者の指定は、横滑り的に「社会福祉協会」へとなっているが、行政サービスの向上、効率的な行政
運営などと、また管理監督が一層必要となっている中で、行政の施策的な指導・援助も必要であるいう意見が
あった。
第135号　安曇野市豊科ささえあいセンター（安曇野市社会福祉協議会）
市のボランティアセンターという位置付けで活動、昨年33団体の登録で延べ5,185名利用。

第136号　小規模通所授産施設　明科地域・豊科地域の２カ所（安曇野市社会福祉協議会）
身体障害者小規模通所授産施設　現在明科11名、豊科16名利用。

第137号　穂高わたぼうし共同作業所、三郷障害者等共同作業所、堀金障害者等共同作業所（安曇野市社会福
祉協議会）
穂高は定員23名、重度の身体障害者が通所。三郷（すみれの里）は定員10名で10名通所。堀金（かえでの
家）定員15名で13名通所。

第138号　安曇野市豊科身体障害者会館（安曇野市社会福祉協議会）
旧豊科町の「身体障害者福祉協会」が、豊科町民プールと県立こども病院の売店の運営に長く携わり、売
り上げ収益と会員の寄附などで建てた施設。指定管理者は安曇野市身体障害者福祉協会。

第140号　安曇野市豊科生きがいデイサービスセンター、安曇野市三郷生きがいデイサービスセンター（安曇
野市社会福祉協議会）
生きがいデイサービスセンターは、介護保険でいうデイサービスセンターと違い、対象者は高齢者の健康
で生きがいをもち、要介護状態になることを予防するための事業を展開する施設。60歳以上で自立した生
活の助長、社会的孤立感の解消、心肺機能の維持向上などを目的としている。
主な内容は、送迎・給食・入浴。軽スポーツ、園芸、手芸、木工など創作・趣味活動もあり、豊科では
「遊び塾」三郷は「リンゴの里」と呼ばれている。利用者は豊科70名、三郷50名。

第141号　安曇野市豊科第一デイサービスセンター、安曇野市豊科第二デイサービスセンター、安曇野市堀金
デイサービスセンター、安曇野市三郷福祉デイサービスセンター、安曇野市明科総合福祉デイサービスセ
ンター（安曇野市社会福祉協議会）
介護保険通所介護施設で、豊科第一は「知的障害者」を含む身体障害者のデイサービスであり、豊科第二
が定員40名、堀金34名、三郷45名、明科35名。送迎で食事・入浴など日常生活上の支援、生活行為向上の
ための支援を行っている。

◆請願　第15号・16号・17号・18号
三郷地区生涯学習センター早期建設に関する請願　４件［採択］
三郷児童クラブは現在、文化公園体育館と小学校の敷地内にプレハブ１棟と２カ所に分かれている。体育
館は間借りであり延長保育ができない。プレハブは一部屋で、自習している子ありと、遊んでいる子あり
で非常に危険である。「ひまわりクラブ」も公民館の講堂を間借りしている状況であり、早期建設の必要
性がある。

◆継続案件　第３号　豊科犀川東地区への診療所施設誘致に関する請願［不採択］
現在の医師不足の中で、特定の地域に誘致は非常に難しい。診療所のある半径２～４ｋに医療施設のない
地域は沢山ある。また相当数の医院が往診している。健康診断も、結核レントゲン検査、胃、大腸検診を
行っている現状から、採択にはふさわしくない。

◆継続案件　第４号　介護保険利用料減免等を求める請願［継続］
現状の介護保険制度の中で、10月から変わってまだわずかしかたっていないので、今の介護保険制度その
ものが完璧だとは思えないが、今の制度を維持したい。制度が変わってそれ以降の状況を把握し、市独自
の減免制度をつくるために、財政負担はどのくらいになるか。もう少し検討していく余地がある。

◆請願　第14号　安曇野赤十字病院が産婦人科の在続を求める請願［採択］
市としては重大な問題と受け止め、市のホームページ、安曇野
市の医師会そのほか安曇野赤十字病院の関係者など、いろいろ
な手立てを頼りながら、医師の確保に施策を講じている。

○教育委員会
第127号　一般会計補正予算
指定管理者制度の導入に伴う、使用料の減額を見込んだものが
主である。学校給食センター建設事業でソーラー設置などが増
額となった。

指定管理者の案件　７件
◆請願　第15、第16、第17、第18号　健康福祉部と同じ［採択］
◆陳情　第９号　教育基本法の改定について慎重審議を求める意見
書［採択］ 産婦人科の存続が望まれる安曇野赤十字病院
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建設水道委員会

◆流域下水道処理料改正
◆平成18年度安曇野市一般会計補正予算
豊科地区国庫補助事業市道１級26号線事業費等、補正に
ついては原案どおり可決
◆平成18年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算
補正額108万８千円、原案どおり可決
◆安曇野市公共下水道条例の一部を改正する条例
５地区の料金表を統一の様式とする改正について原案ど
おり可決
明科を除く旧４町村の流域下水道処理料の基本料金、

超過料金について、統一の検討と状況はどうか。
流域下水道の処理料については、３年に１回見直し

をすることになっている。今年度審議がスタートしている。
なお、国の制度改正等もあり19年度から料金の値上げ改定をせざるを得ないと考えている。

料金体系について、大口使用者について多少なりとも安くする考えはないか。
基本的に大口事業者の排出には、その分設備投資が大きくなっているため、それに応じた分負担いただ

く形になっている。今回の審議会で検討いただく。
下水道事業の進捗状況はどうか。国の事業補助制度改正等により早期に事業完了が図れないか。
事業の残地区、豊科は高速道路の東側地区、飯田地区、穂高は北穂高の区域が本年度認定を受け、工事

に取りかかる状況となったので一層進捗が進む。

◆市道穂高１級12号線の一部県道槍ヶ岳・矢村線から北、松川境までの間が県道となったため廃止。残は再認
定する。
◆三郷黒沢尻に多目的公園を県に建設を求める請願を採択

黒沢尻から安曇野排水路を接続する用水路買収によって残った両岸の残地が、土地利用、耕作等困難となっ
ている。
当初の県の地元説明どおり買収を要請し、多目的公園の建設を請願。

A
Q

A
Q

A

Q

買収を求める予定地 

黒沢川最下流　改修イメージ 

土砂災害現場（明科地域）
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「おまかせ行政」から「住民と
行政の協働へ」市議会は「市民の
声を伝えていく」場であります。
議員の質問も行政の答弁も真剣で

す。議会を傍聴することによって遠い存在のような気
がしていた議会が、ぐんと身近に感じました。残念な
ことは傍聴者が少ないことです。多忙な市民のために、
夜の議会とか、土・日の議会を会期中に一日だけでも
できないか。
「みんながまちをつくる」、より開かれた議会は知る
ことからだと思います。「市民の幸せづくり」を、議
員・職員と語りましょう。安曇野地域住民ネットワー
クは、臼井吉見文学館の指定管理者に指定されました。
「住民と行政の協働」の一画に入ったと思います。
サービスの向上や来館者増、経費節減に努め、地域
の観光にも結びつけ、ボランティア活動を中心に、臼
井吉見が大切にした「出会い」「めぐり合い」「邂逅」
の場をつくっていきたい。新市になった機会に、田園
都市「安曇野市」が吉見の安曇野と共に、全国に発信
され、住んでみたい、行ってみたい、存在感のある安
曇野市であることを願うものです。一般質問の他に常
任委員会や議会全員協議会も傍聴してみましょう。
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傍聴で議会が身近に

渡辺　修さん（堀金） 新年度になって、各地から議会行政視察の依

頼があり、以下の議会を受入れました。主な視

察内容は、合併までの経過と合併後の行政運

営・議会運営等で、それぞれの担当部と常任委

員長が対応しました。

５月26日（金） 福井県大野市議会

産業経済常任委員会

５月29日（月） 長野市議会

新友会

７月６日（木） 新潟県妙高市議会

議会全員協議会

７月28日（金） 埼玉県越生
おごせ

町議会

合併調査特別委員会

８月４日（金） 京都府木津町議会

議会運営委員会

埼玉県越生町議会からの議会行政視察

お詫びと訂正
５月15日発行「安曇野市議会だより」第２号
６ページ　「議案の審査結果」右上「請願」
請願第１号　件名

請願第２号　件名

請願第４号　介護保険利用料減免等を求める請願書

請願第５号　「患者負担増計画中止」と「保険で安
心してかかれる医療」を求める請願書

お詫びして訂正します。

誤
黒沢尻に多目的公園の建設を求める請願
上川手保育園の増改築並びに遊び場の拡大

正　黒沢尻に多目的公園の建設を求める請願

議会行政視察受入れについて議会行政視察受入れについて

お問合せに答えて
議会だよりについて、議員名には出身地域も併記し
てはどうか、というご意見をいただきました。広報特
別委員会で検討した結果、合併したのであるから安曇
野市全域を視野に入れ地域にこだわらず活動していく
ために、あえて議員の出身地域は出さないこととしま
した。ご理解願います。

誤　整備に関する請願書

正
上川手保育園の増改築並びに遊び場の拡大
整備に関する請願書

誤　採択
正　継続審査

誤　継続審査
正　採択


